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1 本書は、個人住宅建築に先立つ平成25年度富山市内遺跡、の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、富山市教育委員会が国庫補助金 ・県費補助金の交付を受けて実施した。

3 本書で報告する調査遺跡の概要は次のとおりである。

＜北代村巻V遺跡＞

遺跡所在地 富山市北代地内

発掘調査期間 平成25年 7月25日～8月 27日

調査面積 122 rrf 
整理作業期間 平成 25年 8月初日～平成26年 3月 31日

担当者 野垣好史（富山市教育委員会埋蔵文化財センター主任学芸員）

＜友坂遺跡＞

遺跡所在地

発掘調査期間

調査面積

整理作業期間

担当者

＜吉作遺跡＞

遺跡所在地

発掘調査期間

調査面積

整理作業期間

担当者

中野喬介（同嘱託）

富山市婦中町下条地内

平成25年 8月8日～9月 17日

52. 31 rrf 
平成25年9月 18日へJ平成 26年 3月 31日

細辻嘉門（富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主査学芸員）

三上智丈 ・中野喬介（以上同嘱託）

富山市住吉地内

平成25年 12月 5日～12月 27日

65. 82 rrf 
平成26年 1月6日～実施中

細辻嘉門（富山市教育委員会 埋蔵文化財センター 主査学芸員）

三上智丈 ・中野喬介（以上同嘱託）

4 現地発掘調査及び整理作業に際し、 下記の諸氏・諸機関のご指導・ご協力をいただいた。記して

謝意を表します。（五十音順、敬称略）

北代町内会、下条町内会、 酒井英男（富山大学）、住吉町内会、富山県教育委員会生涯学習 ・文

化財室、 富山県埋蔵文化財センター

5 出土遺物・原図 ・写真類は富山市教育委員会が保管している。

6 本書の執筆 ・編集は、北代村巻V遺跡を野垣、友坂遺跡を細辻・三上、 吉作遺跡を細辻が行った。

各々の文責は文末に記した。

7 友坂遺跡の噴砂と推定される層について、富山大学大学院理工学研究部の酒井英男教授により、

地磁気年代測定ための土壌試料採取を行った。

凡例

1 本書で用いた座標は世界測地系である。挿図の方位は真北、水平基準は海抜高で、ある。

2 友坂遺跡及び吉作遺跡の文中、層序および遺物観察表で記載した色調は、農林水産省農林水産技

術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色票監修『新版標準土色帖 1995年版』に拠る。

3 遺構記号は、溝： SD、土坑 ：SK、ピット ：SP、その他の遺構： SXを用いた。

4 図版中の網掛けは、次のとおりである。

地山 「羽 油煙．． 須恵器 ・刺 ｜、｜の断面．． 
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I 北代村巻V遺跡

I 北代村巻V遺跡

第1章調査の経過

第1節調査にいた否経緯

北代村巻V遺跡は、昭和 63年度から平成3年度に富山市教育委員会（以下、 富山市教委）が実施し

た分布調査で確認し、平成5年 3月発行の『富山市遺跡地図（改訂版）』に登載した。現在の埋蔵文化

財包蔵地面積は 17,700 dである。

平成25年 5月 16日、 当該地において個人住宅建設にかかる埋蔵文化財の所在確認依頼書の提出が

あった。対象地 357.87 rrf全域が遺跡範囲に含まれていたため、同年6月3日に富山市教委が試掘調査

を実施した。平成20年度に東側の隣接地で本調査を実施しており、当該地にも遺跡が所在することが

想定された。試掘調査の結果、全域において平安時代と鎌倉時代を中心とする遺構・遺物を確認した。

試掘結果に基づき、工事主体者側と保護措置について協議を行ったが、地盤改良による遺跡の損壊が

免れないことから、工事主体者の同意を得て、住宅の地盤改良を行う範囲とその周囲に入る水道管 ・

下水管の敷設範囲、計 122rrfの本調査を行うこととなった。

文化財保護法93条第 l項に基づく埋蔵文化財発掘の届出は、平成 25年 5月20日付けで富山市教委

が提出を受け、平成 25年 5月21日付け埋文89号で富山県教育委員会へ副申した。

文化財保護法99条第 1項に基づく埋蔵文化財発掘の報告は、富山市教委から平成 25年 7月26日付

埋文89号により富山県教育委員会へ提出した。

第2節発掘作業及び整理作業の経過

発掘作業 発掘作業は、土木会社に掘削業務を委託し、埋蔵文化財センター職員が常駐して調査の

監理にあたった。

着手前に住宅建設業者に地盤改良範囲を明示してもらい、本調査範囲の確認を行った。

7月 25日から重機掘削をはじめ、排土を調査区外へ一旦搬出した。 26日に重機掘削を完了し、 30

日から遺構検出作業に移った。 この時点で、試掘調査で確認していた大規模な溝などを複数確認でき、

ほかに土坑が数基存在することが明らかになった。遺構検出作業に合わせて遺構の配置状況を示す遺

構概略図を作成した。

遺構掘削は8月2日から行った。作業効率を考え大規模な溝から掘削をはじめ、目途がたつた段階

で他の土坑、ピットの掘削に移った。 8月 8日に遺構掘削を完了した。遺構掘削と併行して平面図・

断面図を作成した。測量は世界測地系座標VII系に拠り 、 トータルステーションを用いて行った。

お盆休みの後、清掃作業を経て 8月22日にラ、ジコンヘリコプターによる空中写真撮影と各遺構の写

真撮影を行った。翌日から搬出した排土の運搬と埋戻しを行い、 8月 27日に調査を完了、翌 28日に

工事主体者側に現地を引き渡した。

10月 22日には、対象地の北西隅部で道路からの水道管引込みに伴う工事立会を実施したが、撹乱

等によ り遺構 ・遺物は確認されなかった。

整理作業 整理作業は本調査終了後から埋蔵文化財センターで実施した。遺物接合は、同一遺構内

で出土したものを中心に作業を行ったが、接合可能なものはほとんどみられなかった。実測について

は口縁部が残るものを中心にできるだけ図化するよう努めた。遺物写真撮影は4×5判を使用し、図化

したものについて行った。これらの作業と並行して原稿作成を行い、平成26年 3月 31日に本書を刊

行し、完了した。
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第2章遺跡の位置と環境

第 1節地理的環境

富山県の平野は、東は北アルフ。ス、南は飛騨高地、西は丘陵性山地に固まれ、そこから富山湾へ流

れ下る河川が形成している。この富山平野を東西に分けるように呉羽丘陵が約 7kmにわたって北に向

かつて突き出し、呉羽丘陵の東側は呉東、西側は呉西と呼び慣わされている。

呉羽丘陵の東斜面は急崖が多く、尾根は急傾斜で短く、谷も深い。それに対して西斜面は全体的に

傾斜が緩やかで、馬背状の尾根が長く続く。特に丘陵の先端付近では標高 15～20m前後の平坦な台地

状地形が発達し、長岡台地と呼ばれる。大きく長い開析谷が発達し、幾筋もの開析谷によって区切ら

れたそれぞれの台地は、広さが確保され、遺跡の立地に適している。

北代村巻V遺跡は、呉羽正陵北西側の台地上に立地している。周辺は現在、宅地化が進み、旧地形

を把握することが難しいが、昭和 2年発行の地形図（図 2）をみると、幾筋もの谷が入り込み、本遺

跡は谷の聞に形成された台地上に立地することがわかる。遺跡のすぐ南側は谷地形の落ち込みがあり、

6～7m程度の高低差がある。一方、北側は緩やかに下がり、約 300m先で、台地状地形から沖積平野に

移行する。縄文時代前期は海進によってここまで海岸線が及び、後述するように小竹員塚や規ヶ森貝

塚が形成された。本遺跡は現在の海外線から約 4.5 km内陸に位置する。

調査区周辺のさらに細かい地形をみると、南側は約 50m先で、前述のとおり谷地形により大きく落ち

込む。西側は l軒の住宅を挟んだ後、緩やかな落ち込みがあり、北側も調査区の隣の宅地が一段低い

地形を呈する。したがって、遺跡は南～西～北側に比べて一段高い平坦面に所在していることになり、

遺跡範囲もおおよそこれをもとに括っている。実際、北側の隣接地で行った試掘調査で遺跡は確認さ

れなかった。これに対し、東側は緩やかに高くなりつつほぼ平坦な地形が続くことから、遺跡の所在

範囲は本調査区をほぼ北西端として、東側を中心に広がっていた可能性が考えられる。

対象地は調査前は畑として利用されていたが、それ以前は建物が建っていたようで、基礎による撹

乱が多くみられた。

第2節歴史的環境

平成 26年 3月現在、富山市域では 1,048ヶ所の遺跡が確認されている。北代村巻V遺跡を含む呉羽

丘陵の周辺は約 200ヶ所の遺跡があり、約 5分の lの遺跡がここに集中する。県内で最も遺跡が密集

する地域で、旧石器時代から江戸時代まで連綿と人為活動の痕跡がみられる。自然地形に富むことか

ら、遺跡の種類も集落、生産、墳墓、貝塚、 山城と多様である。

旧石器時代 呉羽E陵一帯で約 20ヶ所の旧石器時代遺跡が知られており、特に正陵南部に多い。北

代村巻V遺跡が所在する丘陵北部は、後期のナイフ形石器や局部磨製石斧が出土している。ほとんど

の遺跡でナイフ形石器や局部磨製石斧等の完成品が単独ないしは数点出土する傾向が指摘されている。

季節的・一時期的なキャンプサイトとしての利用が多く、石器の集中出土例や製作痕跡がわかりにく

いためと考えられる（富山市教委 1999）。

縄文時代 前期にピークを迎えた海進によって、海岸線は現在より約 4.5 km内陸に入っていたこと

がわかっている。台地と沖積平野の境付近に小竹貝塚や既ヶ森員塚が形成され、当時の海岸線の位置

を知ることができる。小竹員塚は近年の発掘調査により厚いシジミ堆積層と約 100体もの人骨が検出

されるという重要な成果があった。

中期になると、本遺跡と同じ台地上に複数の集落遺跡が展開する。このなかで最大規模で、あるのが

北代遺跡である。早期から晩期まで営まれたが、中期中葉から後葉を主体とする。現在までに確認さ

一一 2 一



I 北代村巻V遺跡

れた竪穴建物は 78棟に及び、集落中央に掘立柱建物を配して竪穴建物が取り巻く集落構造を呈する。

北陸を代表する縄文遺跡として国史跡に指定され、「北代縄文広場」 として整備されている。 北代遺跡

の北西約 300mに位置する北代加茂下E遺跡は、やや古い中期前葉から中葉の集落である。柱列が二

重にめぐる長大な掘立柱建物は、集落のシンボノレ的な建物と考えられている（富山市教委 2004a）。

後期から晩期は集落数 ・規模ともに縮小する。代表的な集落に長岡八町遺跡がある。後期後葉から

晩期前葉に盛期があり 、掘立柱建物のほか谷部から多量の土器 ・石器とともに北陸最大級の土偶頭部

が出土した。御物石器、石刀、独鈷石、土笛などもあり、マツリが執り行われた拠点集落と推定され

ている（富山市教委 2003b）。このほかに長岡杉林遺跡で竪穴建物 1棟が検出されている（富山市教委

1987）。

弥生時代 ・古墳時代 弥生時代中期以前の遺跡は少ないが、北代遺跡でピットから中期前半の土器

の出土がある。後期・終末期に集落が急増し、古墳時代前期まで続く例が多い。特に海岸に近い平野

部に集中し、四方荒屋遺跡、四方背戸割遺跡、江代割遺跡、今市遺跡、打出遺跡などが知られる。打

出遺跡では、当該期としては県内最多の鉄器が出土し、神通川｜・常願寺川下流域における拠点的集落

と評価される（富山市教委 2004b）。また、打出遺跡は状態の良い焼失住居が見つかり 、住居構造を復

元する良好なデータが得られた。古墳時代中期以降の集落は確認例が少ないが、呉羽丘陵北部西側の

八町E遺跡で前期前半と中期前半の集落が確認されている（富山市教委 2008）。

墳墓 ・古墳は呉羽丘陵に多数存在する。丘陵北端にある百塚住吉遺跡、百塚遺跡は、近年の調査で

弥生時代後期後半から古墳時代前期前半を中心に30基の埋没墳墓・古墳が新たに発見され、従来の古

墳分布に基づく解釈が再考されつつある（富山市教委 2012）。丘陵南部では、杉谷古墳群で四隅突出

型墳丘墓を含む弥生時代終末期から古墳時代前期前半の墳墓・古墳があり、杉谷A遺跡では方形周溝

墓群から素環頭鉄刀、ヤリガンナ、 鉄素材のほか、銅錬やガラス小玉が発掘された。呉羽E陵の南に

連なる羽根丘陵には、弥生時代後期から古墳時代前期の集落 ・墳墓からなる国史跡王塚 ・千坊山遺跡

群がある。いずれの地域も方形墓が主体を占める。 中・ 後期は主にE陵南部で古墳が築造される。中

期は前方後円墳の古沢塚山古墳（4lm）がある。呉羽山丘陵No.26号墳は、富山県内最後の後期前方後

円墳と評価されている （高橋 2007）。後期古墳と しては、ほかに正陵北部に横穴式石室をもっ呉羽山

古墳（円墳 ・消滅）があり、金銅装頭椎大刀を出土している。呉羽山古墳に近接する番神山横穴墓群

は 15基以上で構成される県内最古段階の横穴墓群である。約 4km南西の正陵上にはほぼ同時期の金屋

陣の穴横穴墓群がある。

古 代 古墳時代に低調だ、った集落遺跡は、奈良・平安時代になると増加する。北代遺跡や呉羽小

竹堤遺跡では鍛冶工房が、長岡杉林遺跡では瓦塔や緑紬陶器、灰紬陶器など仏教的遺物を伴う建物跡

が検出された。奈良時代は、丘陵縁辺や台地に多く位置していたが、平安時代になると平野部へ広が

り、耕作地などの開発が平野部へ及んだことがわかる。

集落の展開とともに生産遺跡が目立つようになる。特に呉羽丘陵南部の西麓に集中し、陶器、鉄、

炭など生産品目は多岐にわたる。生産は9世紀後半にピークを迎え、 10世紀には衰退する。

中 世 北代村巻V遺跡、の北側に広がる氾濫平野の開墾が進み、荘園が形成される。この地域には

「寒江荘Jが置かれ、明徳 4 (1393）年の 「右馬頭某範氏奉書」などには京都下鴨神社領であること

が記されている。八町E遺跡では、方形にめぐる区画溝が検出され、寒江荘に関連する中核的集落と

の指摘がなされている（富山市教委 2008）。

海岸に近い平野部は、『廻船式目』にあげられた三津七湊のひとつ「越中岩瀬湊」との関連から、港

町性格をもっ複数の集落が発掘で確認されている。四方北窪遺跡、打出遺跡、四方荒屋遺跡、などが代

表的な遺跡である（中世岩瀬湊調査研究グノレーフ。2004）。
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1.北代村巻V遺跡 2.八町商B遺跡 3呉羽野田遺跡 4今市遺跡 5.八町E遺跡 6.八ヶ山A遺跡 7.百塚住吉D遺跡 8.百塚住吉遺跡

9百塚遺跡 10.八ヶ山遺跡 11.長岡八町遺跡 12.極楽寺廃寺 13.規ヶ森貝塚 14.小竹貝塚 15.呉羽三ッ塚遺跡 16.呉羽小竹堤遺跡

17.北代中尾遺跡 18.呉羽富田町遺跡 19.北代加茂下E遺跡 20.北代遺跡 21.長岡杉林遺跡 22.富山藩主前田家墓所 23.杉坂古墳群

24.呉羽山古墳 25番神山勝之墓 26茶屋町遺跡 27.北代西山遺跡 28北代西山E遺跡 29茶屋町東遺跡 30.呉羽モグラ池遺跡

31追分茶屋遺跡 32寺町向田遺跡 33.白鳥城跡 34.大硲城跡

図 1北代村巻V遺跡周辺の遺跡分布
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北代村巻V遺跡

一方、北代村巻V遺跡に近い台地上では、中世の散布地が複数確認されているものの集落の様相は

まだ不明な点が多い。その他、呉羽E陵の最高峰に白鳥城が築かれる。天文 12(1543）年に築かれた

富山城の詰城的な役割を担ったとみられ、発掘で礎石建物や敷石状遺構が検出された。また、白鳥城

の出城として丘陵直下に大略城が築かれた。天正 13(1585）年、富山城に拠る佐々成政を討伐するた

め羽柴秀吉が築いたとされている。
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第3章調査の方法と成果

第 1節調査の方法

調査開始前に、対象地内に世界測地系第四系に基づく座標杭を 2点設置した。

表土はパックホウで遺構検出面（地山）の上面まで除去した。この際、表土中から少量の遺物が出

土した。遺構の検出にあたっては、鋤簾を使用し、人力で、行った。地山と遺構の識別は比較的明瞭で

あったが、遺構とみえたものが撹乱であったりするなど、遺構と撹乱の区別に判断を要するものがあっ

た。遺構検出終了段階で、覆土の違いによって大き く2時期の遺構が混在することが推測された。遺

構掘削は、移植ゴテ、竹ベラなどを用いて覆土を除去し、精査した。規模の大きい遺構、特徴的な様

子を示す遺構については、士層観察用の畦を設定して埋没状況の把握に努めた。出土遺物は、規模が

大きいSDl～3は、 3～4区に分けて上層・下層に分けて取り上げを行い、残りの良い遺物等は座標を

記録して取り上げた。遺構番号は掘削順に 1から番号を付した。遺跡名略号はKDMM Vである。

調査区内は以前にあった建物の基礎による撹乱が多くみられた。遺構に絡む撹乱は完掘したが、単

独で存在するものは平面プランのみを記録し、掘削は行わなかった。

図面は、平面図・断面図ともトータルステーションで座標をおさえながら縮尺20分の lで作成した。

写真は主に6×7判の白黒とカラーリバーサノレを用い、35皿判とデジタルカメラを補助的に使用した。

完掘後にラジコンヘリコプターによる空中写真撮影を行った。

第 2節層序（図 3)

調査当時の地表面の標高は約 14.Smで、ある。

調査区東辺の中央部で土層図を作成した。 I層は表土である。 E層は褐色土で、混入による近世以

前の遺物を少量含む。場所による違いはあるが、 I層はおよそ 10～20cm、E層は 20～35cmの厚みで、

堆積している。E層が黄褐色土の地山で、遺構検出面である。

地山は東部～中央付近が高く、西に向かつてやや低くなる。地山面の標高は、東部の高い所で約 14.4

m、西部の低い所で約 13.9mである。これは元の地形を反映しているとみられるが、西部は後世の改

変や撹乱を被っていることも影響している。

第 3節遺構（図 3～6)

主な検出遺構は、溝4条、土坑9基である。同じ遺構面において鎌倉時代と平安時代の遺構が混在

している。両時期の遺構は覆土が明確に異なり、容易に判別できる。遺構の中心となるのは、鎌倉時

代の溝（SDl～3）で、調査区全体を縦横に延びている。南東部には大規模な撹乱が及んでおり、他

にも大小の撹乱がみられた。

以下、主な遺構について記載する。

1 溝

S D1 （図 4) 調査区西端で南北方向に検出した。西側は調査区外に続く 。溝として扱ったが、竪

穴建物の可能性も考えられる。長さ 5.90m、検出幅は最大 1.05m、深さ約 0.4mで、ある。走行方向は

N 14° Eである。底面の標高は 13.49～13.65mで、北に向かつて約 15cm低くなる。地山面も北に

行くほど低くなることから、旧地形に影響されたものとみられる。東壁面に沿って 4基のピットが掘

られている。SD l底面からの深さは、南側lから 0.25m、0.35m、0.73m、0.70mで、ある。最も北側

の1基は平面規模が他より大きい。SD lの遺構検出段階でこれらのピットが確認できなかったこと、
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溝の壁面に沿って並ぶことから SDlに伴って掘られたピットの可能性が高い。

出土遺物は、縄文土器、須恵器、土師器、中世土師器、珠洲、古瀬戸がある。

S D2 （図 4) SD  lの約 3m東側で、検出した南北方向の溝である。北端でSD3にほぼ直角に交わ

る。検出長 8.4m、幅約 1.4m、深さ約 0.7～0. 8mで、走行方向はN -14° -Eである。底面の標高

は 13.45～13.50mで、北に向かつて 5cm程度低くなる。SK3、SK4と切り合い関係、にあり、土層断

面の観察から SK4→ S D2→S K3の順に掘られたことがわかる。

出土遺物は、縄文土器、須恵器、土師器、中世土師器、珠洲、瀬戸美濃、越前、青磁、鉄津がある。

s 03 （図 6) 調査区北辺に沿って検出した東西方向の溝である。SD2にほぼ直交する。検出長

11. 9m、幅約 1.25m、深さ約 0.45～0.5mで、走行方向はN -97° -Eである。底面の標高は 13.44

～13. 72mで、西部から中央部にかけて徐々に高くなり、東部でそこから 20cm近く急に高くなる。

出土遺物は縄文土器、須恵器、土師器、中世土師器、青磁、鉄津がある。

s 04 （図 5) 調査区北東部で検出した。検出長 4.6m、幅約 0.9m、深さ 0.1～0.2mで、走行方

向はN 89° -Eである。底面は西に向かうほど深くなる。SD3と切り合い、土層断面の観察から

SD3の埋没後、 SD4が掘られたことがわかる。

出土遺物は、縄文土器、須恵器、土師器、中世土師器がある。

小 結 S Dl～3は平安時代の須恵器、土師器が最も多く出土し、次いで、鎌倉時代の遺物が多いと

いう状況である。このため遺構の時期の解釈にやや戸惑ったが、溝の下層からも鎌倉時代の遺物が出

土し、混入とはみられないことから、遺構の形成時期は鎌倉時代と判断した。平安時代の遺物を多く

含むのは周辺あるいは上層に同時代の遺跡が存在したためであろう。

S D2とSD3は規模、底面の標高がほぼ一致し、出土遺物の時期も違いがない。さらに、 SDlも

SD2・3と軸が一致することから、 SD l～3は同時期に機能した遺構とみることができる。配置状況

から集落を囲む区画溝と考えられる。 SD lは竪穴建物の可能性もある。

2 土坑

9基検出した。SK7は欠番である。

S K1 （図 4) 調査区南西部で検出した。一部は調査区外に続く 。円形を呈し、径 0.8m、深さ 0.5 

mで、ある。出土遺物はない。

S K2 （図 4) 調査区南西部で検出した。不整楕円形を呈し、長軸 1.65m、短軸 1.15m、深さ 0.15 

mで、ある。出土遺物は須恵、器、中世土師器がある。

S K3 （図 4) 調査区南西部で検出した。当初はSK4と同ーのものとして掘削したため全体形状

の把握に至らなかった。長さ 1.4m以上、断面観察から深さは最深部で 0.4m、南部は底面が平坦で深

さ約 0.15mである。 SK4、SD2の埋没後に掘削された。

S K4 （図 4) 調査区南西部、 SK3と切り合って検出した。東部はSD2の掘削で失われている。

径約 2.5mの円形を呈すると推測され、深さは 0.72mである。底面はほぼ平坦である。西の肩部付近

で2基のピットが掘られている。深さはSK4の底面から 0.28～0.43mで、ある。断面観察によると、

SK4に伴うものか、古い時期のものとみられるが断定できない。出土遺物は縄文土器、須恵器、土

師器、中世土師器、珠洲、越前がある。

S K5 （図 4) 調査区南西部で検出した。楕円形を呈し、長軸 0.8m、短軸 0.5m、深さ 0.3mで、あ

る。出土遺物は須恵器、土師器がある。

S K6 （図 5) 調査区中央部で検出した。不整楕円形を呈し、長軸 1.8m、短軸 1.4m、深さ 0.76 

mで、ある。底面は凹凸が激しい。倒木痕の可能性もある。覆士は黒褐色を呈し、他の遺構と異なる。

8 



弓F

SD1 

一ーーーー戸

1ト 電宇

SD1 a 
， 

SD1 b’ 

14.2m 14.2m 

g!)" 
1暗灰褐色土（地山ブ口！ノク多く吉む）

2暗灰褐色土（地山ブロッウ書く吉む）
1褐色土

3暗灰褐色土（1・2よりやや明るい、地山ブロック書く吉む）

4灰褐色土（しまり弱い）

2a官灰褐色土（地山ブロック多く吉む）

5暗貰褐色土

SD2 

1暗灰褐色土

， 
c 

2暗灰褐色土（5mm～lcmの地山7ロッウ多く吉む）

3暗灰褐色土

4暗灰褐色土（？～3cmの地山ブロック書く吉む）
5暗灰褐色土（3～5cm白地山ブロッヲ書〈吉む）

6黒褐色土

SD2・SK3・SK4

1黒褐色土

2靖子在褐色土

3暗灰褐色土（lcm程度白地山ブロッヲ多〈吉む1
4暗茶褐色土

5暗褐色土（1～3cmの地山ブロック書〈吉む）

6黒褐色土

7暗灰褐色土（しまり弱い、
？～3cmの地山7ロック多く吉む）

8暗黄褐色土

9晶褐色土

d’ 

10黒褐色土（地山7ロッヲ非常に多〈吉む）

11暗褐色土（しまり弱い）
出1'SK3、2～5,502,6～11 'SK4 

f 
SD2・SK1 ・SK10 f' g SK2 

1暗貰褐色土（地山土を多〈吉む）

2暗華街色土

3暗褐色土（地山ブロンウ書〈吉む）

4暗褐色土（地山ブロックわずかに吉む｝

5褐色土

6黒褐色土（地山ブロック吉む）

7暗褐色土

8褐色土（1～3cmの地山ブ口、ノヴ多く吉む）

9黒褐色土

10暗褐色土（地山ブ口、ノク非常に多く吉む）
諜1～4,so2,s～6:SK10、7～10:SK1

図4検出遺構平面図・断面図（1)
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1暗灰褐色土
2暗灰褐色土（地山ブロッウ吉む）

I 北代村巻V遺跡

／ド.......；：：：＝－－

~ 

SD2 
， 

e 

14.4m 

1暗茶褐色土（5mm～3cm白地山ブロック多〈吉む）

2暗褐色土（3cm程度目地山ブロッウ書く吉む）

3暗幕褐色土
4暗黄褐色土（5cm程度目地山ブ口、ノク多〈吉む）

g’ h 

14.4m 

1暗褐色土

SK5 h’ 

14.4m 

2暗褐色土（地山土50%程度混じる）

3黒褐色土（地山土20崎程度混じる）

1,50 2m 



一

会 。。

SK6 

14.4m 

1黒褐色土（鹿化物わずかに吉む）
2暗黄褐色土

3暗褐色土（5mm程度白地山ブロック書く吉む）

4黒褐色土(1と似るが、しまりやや弱い）

5褐色土（地山土50崎程度混じる）

6黒褐色土
7黄褐色土（地山の崩落土か）

1 50 2m 

@) 

ij 

三」

図5 検出遺構平面図・断面図（2)

~ 

c ~ 

Hトー

」と

SK8 

14.4m 

SK9 、ど

~三万14.4m

1黒褐色土（暗茶褐色土50崎混じる）
2黒褐色土（暗茶褐色土50崎混じる）

3黒色土

4暗茶褐色土（地山ブロジク書〈吉む）
5暗茶褐色土（地山ブ口、ノヴ非常に書く吉む）
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1: 50 

I SD3、SD4 I 

14.4m 

ミミ喜？乱
SD3 

， 
m 

14.2m 

n SD3 n’ 

:14.2m 

I¥. 1 /I. 

、『I/ 2 ＇－..ー II 
司51斗＼＿.－－－η－－－－－－－ J5J r 

2m E 、よ』二正：：：...ζ，_,r I 

図6 検出遺構平面図・断面図（3)

I 北代村巻V遺跡

1暗褐色土（しまり強い）
2暗褐色土（地山土が斑状に，昆じる）

3暗茶褐色土（Som程度の地山ブロック吉む）
4黒褐色土

5暗茶褐色土
(5mm～lorn白地山ブロック書く含む）

※1～2'SD4、3～5,so3

1暗茶褐色土
(5mm～lornの地山ブロック吉む）

2暗褐色土（5mm～lornの地山7ロッヴ吉む）
3暗褐色土（地山土が非常に多く混じる）

1暗茶褐色土
(1～2om白地山ブロック多く吉む）

2暗茶褐色土
(5mm～lorn白地山ブロジヴ多く吉む）

3暗茶褐色土
(1～2om白地山7ロック多く含む）

4黒褐色土（地山ブロッウ少量吉む）
5暗褐色土

(5mm程度の地山ブロック多〈吉む）

出土遺物は縄文土器を主体とし、他に須恵器、土師器がある。

S K8 （図 5) 調査区東部で検出した。不整形を呈し、長

軸 2.2m以上、短軸 1.35m、深さ 0.05～0.15mで、ある。出土

遺物は縄文土器、須恵、器、士師器、土錘がある。

S K9 （図 5) 調査区北東部で検出した。隅丸三角形状を

呈し、長軸 1.95、短軸 1.67m、深さ 0.3mで、ある。底面はほ

ぼ平坦で、ある。覆土はSK6と同様、黒褐色で、その他の遺

構と異なる。出土遺物は縄文土器を主体とし、他に須恵器、

土師器、土錘がある。

S K10 （図 4) 調査区南西部で検出した。南部は調査区

外にあり、東部はSD2に切られる。0.68m以上、深さ 0.15 

mで、ある。出土遺物は珠洲がある。

小結士坑のうち、 SK6とSK9は覆土が黒褐色を呈し、

褐色系を呈する他の遺構と異なるため、遺構検出段階から両

者の時期は異なることが推測された。後者の褐色系覆土の遺

構は、溝と同様の遺物出土状況であることから鎌倉時代であ

ろう。黒褐色覆土のSK6・SK9は、多数の縄文土器に混じっ

て少量の平安時代遺物が出土する。そのため縄文時代の土坑

に後世の遺物が混入した可能性も考慮したが、平安時代の遺

物は明らかに黒褐色覆土の中に入っていることから遺構の時

期は平安時代と判断した。

3 ピット

12基のピットを検出したが、掘立柱建物の柱穴やその他特

徴的なものは認められなかった。 SP3から縄文土器が出土

した。
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第4節遺物（図 7～9)

出土遺物は奈良・平安時代の須恵器・土師器が最も多く、次いで鎌倉時代の遺物が多い。SK6・9

を中心に縄文時代中期の土器も定量が出土する。中世土師器の l点を除いて完形品はなく、大半が小

片で残存率は 5～20%程度である。

S D1 縄文時代、平安時代、鎌倉時代の遺物が混在する。lは縄文土器の深鉢である。縄文施文後、

縦の沈線を入れる。2.3は須恵器の杯で、いずれも口縁部が緩やかに外反する。4～6は須恵器の土不B

である。高台が内端接地して外方に張り出す4とほぼ垂直になる 5・6がある。7は中世土師器で、口

縁部がわずかに内湾しながら立ち上がる。8は古瀬戸の折縁皿とみられる。口縁部が屈曲し、端部は

やや肥厚して丸い。9は珠洲の播鉢である。器体は直線的に聞いて立ち上がり、口縁端部は水平で、あ

る。 卸し目は、一単位幅 1.8 CIDで8目である。吉岡編年（吉岡 1994)N期である。

S D2 10は須恵器の杯蓋で、口縁端部は小さく摘み出して三角形状となる。天井部はつまみの痕

跡がある。11は須恵器の杯Aである。12・13は須恵器の郎Bである。13は高台が逆三角形状を呈し、

接地面が比較的小さい。底部は回転へラ切りである。14は須恵器の横瓶とみられる。口縁端部が外方

に三角形状に張り出す。15は須恵器の聾である。内面の当て具痕が明瞭に残る。16は土師器の聾であ

る。端部が折り返されて玉縁状となる。17は土師器の聾あるいは鍋である。上端に面を取る。18～22

は中世土師器である。18は口縁部が体部からやや角度を変えて立ち上がり、 19～22は体部から緩やか

に内湾しながら立ち上がって端部は尖り気味となる。底部が残るものはやや丸底である。20は完形品

である。23は珠洲の蕎で、外面の剥落が激しく、被熱している可能性がある。吉岡編年N2期に比定

でき る。24は越前の奮である。25は瀬戸美濃の天目茶碗である。体部が屈曲しS字状の口縁をもっ。

26は青磁である。体部中程で屈曲して口縁部が大きく外反し、口縁端部に浅い削りを波状に入れたい

わゆる稜花皿である。27は鉄棒で、重さは 520gである。

S D3 28は縄文土器の深鉢である。横方向に半裁竹管文を施す。29～31は須恵器の杯蓋である。

29はボタン状のつまみをもっ。30は口縁端部が丸く、 31は小さく下方に折り曲げる。31は頂部にへ

ラ削り調整が認められる。32は須恵器の坪Bである。33は土師器の鍋で、肥厚した口縁端部を内側に

折り 曲げ丸くおさめている。34は土師器の坑で、底部は回転糸切り痕がある。35は不明土製品である。

胎土は硬質である。頂部は丸みをもち、底部は円形に突出し、キノコ状の形態を呈する。36は中世土

師器で、口縁端部は丸く、底部は厚みがある。口縁部全体に油煙が付着している。37は青磁境である。

蓮弁文とみられる文様が描かれている。38は鉄津で、重さは 173gである。

S D4 39・40は縄文土器の深鉢である。39は横方向、40は斜め方向→横方向の半蔵竹管文を施す。

41は土師器の奮で、端部を上方に小さく引き出している。

S K2 42は須恵器の嚢である。43は中世土師器で、体部から口縁部にかけて緩やかに内湾して立

ち上がる。口縁部のナデによってわずかに稜ができる。

S K4 44は縄文土器の深鉢である。半載竹管による半隆起線文の下に蓮華文を施す。45・46は須

恵器の部である。46は厚みをもって底部に移行してし、く。45・46は他の須恵器に比べて硬質で焼成が

良い。47は土師器の護で、口縁部の外端がやや突出し、端部は丸い。48は中世土師器である。口縁部

は徐々に厚みを減じ、端部は尖る。49は越前の奮である。N字状口縁を呈し、端部を上方に引き出し

て、丁寧にナデ整形を行っている。

S K5 50は須恵器の罫蓋である。口縁部を小さく垂下させて端部は丸い。

S K6 51・52は縄文土器の深鉢である。51は半載竹管による半隆起線文を施し、口縁部に爪形文

をめぐらせる。52は半隆起線文の聞に斜行縄文を入れる。
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I 北代村巻V遺跡
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図7 出土遺物（1) 
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図8 出土遺物（2)
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北代村巻V遺跡

。院な 又己主「＿J,＼こズ
II ＼ 一声 d。 バミ司量三f

・= 57 

とどツ

~－OJ: 
63 

＼ 亡二フ64 〆一一」」一一、、郎、こ三』ョダ
56～62: SK9 63: SK10 

64: SP3 65～68：表土中

1 3 10cm 斗二」，"66 てミ孟プず
図 9 出土遺物（3)

S K8 53は縄文土器の深鉢である。54は須恵器の杯蓋で、口縁部は小さく垂下させて端部は丸い。

体部は厚みがある。 55は土錘である。孔径 7mmである。

S K9 56・57は縄文土器の深鉢である。 56は半隆起線文の一条に爪形文をめぐらせる。 58は須恵

器の坪Aである。焼成不良のためか土師質を呈する。 59は須恵器の境とみられる。体部が直線的に立

ち上がった後、口縁部がわずかに外反する。 60は内面黒色土器の境で、外面は赤彩、内面はミガキ調

整を行う。 61は土師器の警である。外面はヘラケズリ、内面は横方向のナデの後、放射状に下から上

へナデを行う。 62は土錘で、孔径は 11阻以上ある。

SK  10 63は珠洲の警である。内面の当て具痕が明瞭に残る。

S P3 64は縄文土器の深鉢である。底部外面に輪積み痕がみえる。

表土中・地山直上 65は須恵器の坪蓋で、口縁部を小さく折り曲げて端部を丸くおさめる。 66は須

恵器の杯Bである。高台はシャープに整形し、内端接地する。 67は中世土師器で、口縁部はナデによっ

て稜ができる。内面は体部を横方向にナデ、を行った後、見込みは一方向のナデを行う。 68は越中瀬戸

の皿である。削り出し高台を持ち、体部から口縁部に灰紬を施す。

- 15一



表 1出土遺物観察表
大きさの単位はC国．｛）は檀元径。色調は『新版標準土色帳』｛農林水産省農林水産技術会議局監修）に準拠。

号出土遺構

口径 器高 底径 色調 成形 ・調整
種 別 器種 または または または 胎土 焼成

内面
備考

全長 最大径 内径 内面 外面 外面

1 SD! 縄文土器 深鉢 やや醜 良 にぶい黄燈10YR7/4 黄褐10YR5/6 ナデ 縄文 外面に縦方向の沈線

2 SD! 須恵器 珂ミ (12. 4) 密 良 黄灰2.5Y6/l 灰！OY6/l 回転ナデ 回転ナデ

3 SD! 須恵器 胡ミ (11.0) 密 やや良 浅黄2.5Y7/3 灰黄2.5Y7/2 回転ナデ 回転ナデ

4 SD! 須車器 耳 B (7. 3) やや密 不良 浅黄2.5Y7/3 にぷい黄2.5Y6/3 回転ナデ 回転ナデ 貼付高台

5 SD! 須恵器 杯 B (7.1）密 良 灰5Y6/l 灰5Y6/l 回転ナデ 回転ナデ 貼付高台

6 SD! 須恵器 J;f'B (9. 0）密 やや良 灰黄2.5Y6/2 黄灰2.5Y6/l 回転ナデ 回転ナデ 貼付高台

7 SD! 中世士師器 皿 (9. 6) 密 やや良 浅黄櫨7.5YR8/3 浅黄檀10YR8/3 ナデ ナデ

8 SD! 古瀬戸 折緑皿 (15.4) やや密 良 灰白5Y7/2 浅黄2.5Y7/3 回転ナデ 回転ナデ 胎土10YR7/3にもぶ灰い軸黄
檀。内外面と

9 SD! 時酬 揺鉢 (35.4) やや密 良 灰5Y6/l 灰7.5Y5/l 回転ナデ 回転ナデ
単位幅1.Bern、8自の

卸L目

10 SD2 須恵器 昨蓋 (17.4) 密 やや良 灰白2.5Y7/l 灰白7.5Y7/l 回転ナデ 回転ナデ つまみが付く

11 SD2 須恵器 昨A (8. 0) やや密 やや不良 灰黄2.5Y7/2 浅黄2.5Y7/3 回転ナデ 回転ナデ 外面一部黒斑

12 SD2 須恵器 都 B (6. 8) やや密 やや良 灰白2.5Y7/l 灰白2.5Y7/l 回転ナデ
回転ナデ、静止へラ

貼付高台
切り

13 SD2 須恵器 耳目 (7.2）密 良 にぷい黄栂10YR7/2 灰白2.5Y7/l 回転ナデ 回へ転ラ切ナァ、底部回転
桂ナデ

貼付高台

14 SD2 須恵器 横瓶 (15. 6) 密 良 黄灰2.5Y6/l 黄灰2.5Y4/l 回転ナデ 回転ナデ

15 SD2 須恵器 現 密 やや不良 灰白lOYRS/2 灰7.5Y6/l 同心円当て具痕 格子町き目後ナデ

16 502 士師器 現 (25. 0) 密 やや良 浅黄檀！OYRB/3 浅黄撞！OYRB/3 回転ナデ 回転ナデ

17 SD2 土師器 型0，鍋 (33.8) やや密 やや良 浅黄櫨lOYRS/3 浅黄櫨！OYRB/3 回転ナデ 回転ナデ

18 SD2 中世土師器 皿 (10.8) 密 良 浅黄橿！OYRS/3 浅黄慢!OY間／3 ナデ ナデ 口縁部内外面に柚煙

19 SD2 中世士師器 皿 110. 6) 2.7 やや密 やや良 灰白2.5Y8/2 灰白2.5Y8/2 ナデ ナデ

20 s 02 中世土師器 皿 10. 8 2. 6 密 やや良 灰白2.5Y8/2 灰白2.5Y8/2 ナデ ナデ

21 S DZ 中世士師器 皿 (12. 6) 密 良 灰黄褐10YR5/2 にぶい黄櫨10YR7/3 ナデ ナデ

22 s 02 中世土師器 皿 (14. 7) 密 良 灰黄褐10YR5/2 灰黄褐10YR5/2 ナデ ナデ

23 SD2 暁酬 現 密 良 灰N5/2 灰N5/2 ロクロナデ ロクロナデ

2' S D2 越前 費 密 良 にぷい檀5YR6/3 にぶい赤帽5YR5/4 ナデ ナデ 胎土2.5Y6/2灰黄

25 S D2 瀬戸美濃 天目茶碗 (11.4) 密 良 灰罪2.5YR4/2 灰赤2.5YR4/2 鉄軸施粕 鉄軸施紬 胎土2.5Y6/3にぷい黄

26 s [)2 青磁 稜花皿 (11.4) 密 良 輯灰7.5GY6/l 緑灰7.5GY6/l 青磁軸施軸 青磁軸施軸 胎土2.5Y7/l灰白

27 s口2 章夫浮 10. 2 8. 6 にぷい椙7.5YR5/3 にぶい椙7.5YR5/3 - 520g 

28 8日3 純士土器 深鉢 やや蹄 良 浅黄櫨lOY問／4 にぶい黄櫨10YR7/4 ナデ 主幹被竹管文

29 s口3 須恵器 野蓋 密 良 灰黄2.5Y6/2 灰黄2.5Y6/2 回転ナデ 回転へ転ナラデケズ、天リ井部回 ボタン状つまみ

30 s [)3 須恵器 t不蓋 (16. 0) 密 やや良 灰オリープY6/2 灰オリープ5Y6/2 回転ナデ 回転転へナラァ、天井部回
ケズリか

31 8口3 須恵器 昨蓋 (12. 2) 密 良 オリープ黒5Y3/l 灰5Y4/l 回転ナデ 回転転へナラァ、天井部回
ケズリ

内外面部降灰

32 s口3 須恵器 杯B (7. 0）密 やや不良 灰黄2.5Y7/2 浅黄2.5Y7/3 回転ナデ 底桂、部回回転転ナへデラか切り 貼付高台

33 s 03 土師器 鍋 (37.2) 密 やや良 浅黄櫨！OYRB/4 にぶい檀7.5YR7/4 回転ナデ 回転ナデ

3,, s 03 土師器 椀 (7. 0）密 やや良 灰5Y4/l にぶい黄櫨10YR7/4 剥落
回転ナデ、底部回転
糸切り

35 s 1)3 不明土製品 8. 4 4. 8 密 良 にぷい黄檀10YR7/4 にぶい黄櫨10YR7/4 ナデ ナデ

36 s 03 中世土師器 皿 (8. 7) 2.3 密 良 にぶい黄檀10YR7/3 浅黄燈！OY問／4 ナデ ナデ ロ縁部内外面に抽煙

37 S D3 青磁 境 (8. 0) 密 良 オリープ灰10Y5/2 オリープ灰10Y5/2 青磁軸施軸 青磁軸施軸
蓮弁士か。
胎土2.5Y7/l灰白

38 s 03 鉄棒 9. 1 5.3 明褐7.5YR5/6 明褐7.5YR5/6 173g 

39 s 04 縄文土器 深鉢 や や蹄 良 にぶい檀7.5YR7/4 浅黄櫨lOY間／4 ナデ 半裁竹菅文

40 s 04 縄文土器 深鉢 やや蹄 やや良 浅黄2.5Y7/3 にぷい黄櫨10YR7/4 ナデ 半殻竹管文

41 S D4 士師器 現 (17.2) 密 やや良 浅黄樫lOY問／4 にぷい黄櫨10YR7/4 カキメ 回転ナデ

42 s 1<2 須恵器 雪量 やや蹄 やや不良 灰黄2.5Y7/2 灰黄2.5Y7/2 同心円当て具痕 平行叩き目桂ナデ

43 s 1<2 中世土師器 皿 (11. 8) 2.5 密 やや良 にぷい黄控10YR7/2 にぶい黄櫨10YR7/3 ナデ ナデ 内外面黒斑

44 s 1<4 網文土器 深鉢 やや密 良 にぶい檀7.5YR6/4 燈7.5YR7/6 ナデ 半裁竹管文、蓮華士

45 S K4 須車器 杯A (12.3) 2. 8 (8. 6) 密 良 暗灰黄2.5Y5/2 黄灰2.5Y5/l 回転ナデ へ回転ラ切ナァり、底部回転

46 S K4 須恵器 耳 (11.9) 密 良 灰N5/0 灰N5/0 回転ナデ 回転ナデ

47 S K4 土師器 褒 (23. 6) 密 やや良 浅黄樫！OYRB/3 浅黄燈！OYRS/3 回転ナデ 回転ナデ

48 S K4 中世土師器 皿 (9. 9) 密 やや良 にぷい黄櫨10YR7/3 にぷい黄櫨10YR7/3 ナデ ナデ 外面黒鮭

49 S K4 越前 現 (29. 5) 密 良 にぶい樫5YR6/4 にぷい橿5YR6/4 回転ナデ 回転ナデ 胎内外土面自然軸1褐。灰
10YR6/ 

50 SK5 須恵器 杯叢 (16.4) 密 不良 灰白2.5Y8/2 灰白2.5Y8/2 回転ナデ 回転ナデ

51 S K6 縄文土器 深鉢 やや蹄 やや良 にぷい黄侵10YR6/4 にぶい黄禍10YR5/4 ナデ 半載竹官主爪形士

52 SK6 縄文土器 深鉢 やや聴 やや良 灰黄褐lOYRe/2 浅黄樫lOYRR/4 ナデ 半叡竹管文、縄文

53 SKS 縄文土器 深鉢 やや蹄 やや良 浅黄櫨！OYRS/4 にぶい黄燈！OYR7/4 ナデ 縄文

54 S KS 須恵器 坪葺 (11. 0) 密 良 黄灰2.5Y6/l 黄灰2.5Y6/l 回転ナデ 回転ナデ 外面一部降灰

55 SKS 土錘 3. 8 2. 4 0.7 やや密 やや良 淡黄2.5Y8/3 黄褐2.5Y5/3 ナデ

56 SK9 縄文土器 深鉢 やや密 やや良 浅黄樫！OYRS/4 浅黄燈7.5YR8/4 ナデ 半載竹智文、爪形文

57 SK9 縄文土器 深鉢 やや蹄 やや良 明黄褐10YR7/6 にぷい黄檀10YR7/4 ナデ 縄文

58 SK9 須恵器 昨 (14.6) 3. 4 (10. 0) やや密 不良 淡黄2.5Y8/3 淡黄2.5Y8/3 回転ナデ 回転ナデ

59 SK9 須恵器 椀 (14.2) 密 良 黄灰2.5Y6/l 灰5Y5/l 回転ナデ 回転ナデ

60 SK9 土師器 内面黒色塙 (11. 0) やや密 良 黒5Y2/l 明褐7.5YR5/8 へフミガキ 回転へフケズリ 外面赤彩

61 S K9 土師器 現 (6. 8) 密 やや良 灰白2.5Y8/l 浅黄櫨！OY問／4 ナデ へラケズリ

62 SK9 士錘 やや密 やや不良 淡黄2.5Y8/3 灰白10YR8/2 ナデ

63 S KlO 珠洲 現 密 良 灰N5/0 灰N5/0 当て具痕 平行叩き目

64 S P3 縄文土器 深鉢 (9. 0) やや暁 やや不良 浅黄2.5Y7/3 にぶい黄櫨10YR7/4 ナデ ナデ 底部外面に輪積み痕

65 表土中 須恵器 杯蓋 (15.7) 密 良 灰5Y5/l 灰5Y5/l 回転ナデ 回転ナデ

66 表土中 須恵器 杯 B (9. 0) 密 良 黄灰2.5Y5/l 灰黄禍10YR4/2 回転ナデ 底接、部回回転転ナへデラ切り 貼付高台

67 表土中 中世土師器 皿i (12. 2) 2. 6 密 やや良 淡黄2.5Y8/4 灰白2.5Y8/2 ナデ ナデ

68 地山直上 越中瀬戸 皿 (10. 8) 2. 7 4. 5 やや密 良 にぶい燈7.5YR7/3 櫨5YR6/8 回転ナデ 回転ナデ
削り出し高台。口縁部
灰軸5Y8/2灰白
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I 北代村巻V遺跡

第4章総括

検出した遺構は鎌倉時代を主体とし、平安時代のものが少し混在する。遺物の出土状況をみると、

鎌倉時代の遺構に平安時代の遺物が、平安時代の遺構に縄文時代の遺物が多数混入する状況が認めら

れる。遺物量からは、たまたま混入したとしづ程度ではなく、当該地ないしはすぐ近くに縄文時代 ・

平安時代の集落が存在したことが想定できる。以下でみるように縄文時代と奈良 ・平安時代の集落は

立地が共通性しており、前時代の集落を削平して新たな集落を造成するという行為を行った結果とみ

られる。平成20年度に東側の隣接地で、行った発掘調査成果を含めて、遺跡の時期と性格を検討したい。

第1節縄文時代の集落

縄文時代は、中期前葉の新崎式

土器が多く出土し、集落の存在が

推定される。周辺の同じ台地上に

は、本遺跡の南東約 500mに国史 ~ 

跡北代遺跡がある。早期から晩期 ； 

まで集落が営まれるが、中期後葉

にピークを迎える大規模集落であ

る。また、 北代遺跡の北西に北代

加茂下皿遺跡があり、中期前葉か

ら中葉の集落が検出されているが、

主体となるのは中期中葉である。

（富山市教委 2004a）。

この 2つの遺跡と本遺跡の立地

を図 10に示した。 3遺跡とも谷が

入り組む台地尾根の先端付近に位

置し、中期集落の立地状況の共通

. 縄文時代中期の集落 f': 
． 奈良・平安時代の集落 書

． 長岡杉林遺跡

500m 

図 10長岡台地における縄文時代中期と
奈良・平安時代の主な集落（アミは谷部）

性がみられる。また、3遺跡は共存期間を持ちつつも、ピークとなる時期がずれており 、居住域の中

心が徐々に東に移ってし、く様子が読み取れる。

第2節平安時代の集落

土坑2基（SK6・ SK9）がある。また、鎌倉時代の溝の中からは当該期の遺物が多数出土した。

出土遺物は土師器 ・須恵器を中心とし、ほかに土錘がある。鉄津についても、周辺の奈良 ・平安時代

遺跡で、製鉄関連遺構が複数見つかっていることから平安時代のものとみる。平成20年度調査区では羽

口も出土している。検出遺構は少ないが、製鉄を行う集落が存在した可能性が考えられる。時期は 8

世紀後葉から 9世紀前葉を中心とする。

本遺跡の南に広がる開析谷対岸の台地には呉羽富田町遺跡がある （図 10）。発掘調査で 4棟の竪穴

建物が検出され、 8世紀末～9世紀初頭とみられている（富山市教委 1978）。北代村巻V遺跡とほぼ同

時期で、近接した位置関係にあり、土器、土錘、鉄津と同じ組成の出土遺物があることから同じ性格

の集落とみられる。

両遺跡の聞の開析谷を囲むように、ほかに北代遺跡、 長岡杉林遺跡、北代中尾遺跡、茶屋町遺跡な

どの奈良・平安時代集落が点在する。縄文時代中期の集落と同様に台地の尾根に立地する傾向がある。

- 17-



北代遺跡、茶屋町遺跡では製鉄炉が検出されたほか、長岡杉林遺跡は耕地の開発を進めた開墾集落と

評価され、そのために鉄を要したことが指摘されてい

なり、規模の大小はあるにしても遺跡ごとに鍛冶等を行っていたと考えられる。いずれの遺跡でも同

じような遺物組成がみられ、複数の開墾集落が併存した状況が見て取れる。北代村巻V遺跡もそうし

た沖積平野の開発を進めた集落のーっと考えられる。 ．． 

－a
’a
，． H2口調査区

~ 

H25調査区

5m 

Oo 

1 200 

‘ 
0 
Cl 

区画溝復元図

一一 18一

L二：〔；二亡二
一 2 」三二｜

て：）

)___L二二込二二一一－－－－－一一

図11

第3節鎌倉時代の集落

本調査区の主体となる時期で、区画溝

を伴う集落と考えられる。時期は、 13世

紀後半から 14世紀前半である。

図 11に平成 20年度調査区と今回調査

区を合わせて区画溝を復元的に示した。

平成 20年度調査区では、 2条の南北には

しる幅約 2m、深さ 0.8～1.2mの溝（S

Dll・SD12）を検出した（蓮沼・宮崎

2009）。 両調査区の成果から、 SDl l・12

と今年度調査区SD2の聞に東西約 22m

の区画を形成していたことが推定できる。

ただし、 SDll・12が幅約 2mあり、か

っ2条一対のような状況であるのに対し、

SD2は幅約 1.4mしかないことを考え

ると、 SDll・12が大区画溝、 SD2は

大区画の中を細分する溝の可能性がある。

SD3が西側の調査区外へ続くことから、

SDll・12の対となる大区画溝はさらに

西側に存在する可能性がある。

北側は、次の理由により SD3付近が

集落の北端を示すと考えられる。まず、

平成 20年度調査区のSD12が北端で急

に深さを減じて溝の終わりのような状況

をみせること、さらに両調査区の北側は

一段低くなり、これが旧地形を反映して

いた可能性があるためである。実際、こ

の一段低い宅地で、行った試掘調査では遺

跡は見つからなかった。このことから、

SD3が集落の北端を示すとみられるが、

SD3の規模は幅 1.25mで、上で大区画

溝とみたSDll・12より大幅に狭い。こ

のことから SD3のすぐ北側に 2条一対

となるような別の溝がもう一条存在した

可能性がある。



I 北代村巻V遺跡

また、 SD11・12の東側にも別の区画があった可能性が高い。東側に向かつて地形が緩やかに高く

なることを考慮すると、集落の中心は調査区の東側と南側にあったとみるべきであろう。

区画溝で注目されるのは、走行方向がおおよそ正方位を向くこ とである。計画的な集落形成が行わ

れたことが見て取れる。柱穴等の建物跡が検出されなかったのは、削平が及んだためかも しれない。

同じ鎌倉時代の遺構でも切り合いがあることから複数の時期に細分できる可能性がある。

本遺跡、の北東約 800mの沖積平野には、同様の区画溝をもっ八町E遺跡、がある （富山市教委 2008）。

中世は、鎌倉時代の 13世紀後半～14世紀前半と室町 ・戦国時代の 15～16世紀前半の 2時期の集落が

確認されている。鎌倉時代には溝による方形区画をもっ集落が形成されたが、室町・戦国時代はこれ

が不明瞭になるとされる。ここでは本遺跡と同時期の鎌倉期の集落と比較する。

八町H遺跡の鎌倉時代の集落は、建物や溝の主軸から 3期に細分される。区画溝は lm前後の溝が

方形区画をっくり、その外側をめぐる 2m以上の溝が集落の端を示すと考えられている。注目される

のは、本遺跡と溝の規模がほぼ一致するだけでなく、集落の端を区画する幅 2m前後の溝が、 2条一対

で掘られている点も共通することである。主軸がほぼ東西南北を指向していることも似る。両遺跡の

近さ、時期と集落構造の共通性を考慮すると、何らかの関係があったことは間違いないだろう。規模

からみると、平野部に立地する八町H遺跡の方が大きいことが推測でき、 北代村巻V遺跡は同じ集団

による付属的な集落で、あったかもしれない。

奈良 ・平安時代は主に台地上に集落が展開し耕地の開発を進めた。その過程でやがて中世には平野

部にも進出し、八町E遺跡のような区画溝をもっ集落が形成されたと考えられる。付近一帯は、古代

の「寒江郷Jや中世の「寒江荘」が置かれた地域とされている （高瀬監修 1994）。 安直な対比は避け

たいが、これまでの発掘調査から明らかになった集落の動向は、 本地域が古代から中世にかけて重要

な位置を占めていたことを示している。 （野垣）

引用・参考文献

高瀬重雄監修 1994『富山県の地名』日本歴史地名大系 16 平凡社

高橋浩二 2007『富山の古墳 氷見・雨晴の首長と 日本海 J富山県・ 日本海学推進機構

田嶋明人 1988「古代編年軸の設定」『北陸古代土器研究の現状と課題』石川考古学研究会 ・北陸古代土器研究会

中世岩瀬湊調査研究グループ2004「「海中から中世岩瀬湊を探る」 15年度海底探査報告J『富山市日本海文化研究

所報』第 33号 富山市日本海文化研究所

富山市教育委員会 1978『富山市呉羽富田町遺跡発掘調査報告書』

富山市教育委員会 1980『今市遺跡 ・北代遺跡』

富山市教育委員会 1987『長岡杉林遺跡』

富山市教育委員会 1999『史跡北代遺跡ふるさと歴史の広場整備事業報告書』

富山市教育委員会 2003a『北代西山E遺跡・茶屋町遺跡発掘調査報告書』

富山市教育委員会 2003b 『長岡八町遺跡発掘調査報告書J

富山市教育委員会 2004a『北代加茂下E遺跡発掘調査報告書』

富山市教青委員会2004b 『打出遺跡発掘調査報告書』

富山市教育委員会 2008『八町H遺跡発掘調査報告書』

富山市教育委員会 2012『百塚遺跡発掘調査報告書』

蓮沼優介・宮崎琢也2009「北代村巻V遺跡」『富山市の遺跡物語』No.10 富山市教育委員会埋蔵文化財センタ一

吉岡康暢 1994『中世須恵器の研究』吉川弘文館

- 19-



図
版

1

北
代
村
巻

V
遺
跡

調査区上空から呉羽丘陵を望む（北西から）

調査区全景（北東から）

- 20一



北代村巻V遺跡

SD1・2完掘（北から）
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II 友坂遺跡

第1章調査の経過

第 1節調査にいたる経緯

友坂遺跡（遺跡番号2010429）は、昭和 49年（197 4）刊行の文化庁文化財保護部監修『全国遺跡地

図 16富山県』には既に登載されており、古くから知られた遺跡である。

遺跡内では以前から各種開発に先立つ試掘調査及び発掘調査が行われており、これまでに 3回、遺

跡範囲の見直しが行われ、現在の埋蔵文化財包蔵地面積は 624,800dである。

平成 24年 10月 27日、富山市婦中町下条地内において、個人住宅建設について埋蔵文化財包蔵地の

所在確認依頼があった。建設予定地全域 262rrfが友坂遺跡に含まれていたため、平成 25年 4月 16日

に富山市教委（以下市教委）で試掘調査を実施したところ、戦国時代の遺物包含層と土坑・溝・ピッ

トを上下二層検出し、須恵器・珠洲・中世土師器・土錘などが出土した。建設予定地全域に埋蔵文化

財の所在を確認したため、試掘調査の結果に基づき、工事主体者と建設に係る埋蔵文化財の取扱いに

ついて協議を行った。協議の結果、擁壁設置工事の計画が遺構検出面よりも深く、埋蔵文化財を現地

で保存することができないため、擁壁部分52.31 rrfについて発掘調査を行い、記録保存することとなった。

文化財保護法 93条第 1項に基づく埋蔵文化財発掘の届出は、工事主体者から平成 25年 4月 2日付

けで富山市教委へ提出され、富山市教委の副申を付けて平成 25年4月 4日付け 24埋文第 284号で富

山県教育委員会へ提出した。

文化財保護法 99条第 1項に基づく埋蔵文化財発掘調査の報告は、富山市教委から平成 25年 8月 14

日付け24埋文第 284号により富山県教育委員会へ提出した。

第2節発掘作業及び整理等作業の経過

発掘作業は土木会社に掘削業務を委託し、埋蔵文化財センター職員が現地に常駐して調査の監理に

あたった。調査着手前にハウスメーカー立会いの下、調査が必要な範囲について確認を行った。

発掘調査は平成 25年 8月8日から同年9月 17日まで、行った。表士掘削はパックホウを用いて平成

25年 8月8日に行った。排士は調査区外の敷地内に横置きした。引き続き表土除去完了後の 8月 9日

から人力による包含層掘削・遺構検出作業を開始した。

試掘調査結果では、戦国時代の遺物包含層と遺構面が調査区一部で二層堆積することが想定されて

おり、掘削を開始すると、調査区西側一部分で上層の遺構が確認された。上層の掘削作業完了後、 8

月 26日に高所作業車による上層の全景写真を撮影した。上層調査完了後、引き続き下層包含層の掘削

を開始した。遺物は、任意に 5mグ、リッドを設定してグリッド毎に取り上げた。包含層掘削が完了し

たところから遺構検出作業を行い、その後遺構掘削作業を行った。掘削作業と並行して随時写真撮影・

測量 ・図面作成作業を行った。 9月 12日には遺構掘削を終え、高所作業車を使用して全景写真を撮影

した。 9月 12日午後には富山大学理学部酒井英男教授により、噴砂と推定される層の地磁気年代測定

のための土壌試料採取が行われた。 9月 13日から現地埋め戻しを開始した。 9月 17日埋め戻し作業完

了を確認し現地調査を完了した。

遺物整理・報告書作成作業は、現地調査終了後、埋蔵文化財センターで実施した。遺物接合作業は、

遺構毎や 5mグリッド内の他、グリッドと対応する遺構と包含層でも行った。遺構出土遺物でも口縁

部が残るものを優先して図化した。遺物写真はデジタルカメラを使用し、図化したものを撮影した。

これらの作業と並行して原稿作成を行い、平成 26年 3月 31日に本書を刊行し、完了 した。
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図13遺跡周辺の地質（S=1/25000）国土地理院2007に加筆
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第2章遺跡の位置と環境

第 1節地理的環境

富山市は富山県のほぼ中央部に位置する。富山市の地勢は大まかに山間部と平野部に大別され、南

が高く、北が低くなるという地勢を示しており、海岸から標高 3,OOOm級の高山地帯まで変化に富む。

富山平野は富山県中央部の大部分を占めており、北は富山湾と面し、東端は早月川扇状地、西端は

県のほぼ中央を二分する呉羽E陵に、南は飛騨山地から続く丘陵に接する。神通川・常願寺川とその

支流が形成した扇状地や低位面・氾濫平野の発達が顕著である。

友坂遺跡（図 14・1）は、富山市中心部から直線距離で南西約 6kmの富山市西部、富山市婦中町友坂・

下条 ・安田・小泉地内の東西 1,500m、南北 700mに広がる縄文、奈良・平安、鎌倉・室町、近世にわ

たる集落・城館遺跡である。

今回調査区の所在する婦中町下条地区は、富山湾から 9.5km内陸に入った、井田川の堆積によって

形成された低位面、自然堤防、氾濫平野上に立地する（図 13）。現在の地形はほ場整備などによりほぼ

平坦であるが、過去には井田川とその支流が幾度となく流れを変え、旧河道がいくつか確認される。

井田川は、富山県・岐阜県境に源を発する渓谷が断崖山地を開析し富山市八尾町付近で合流して、

山麓山腹に段E平野や扇状地を形成しながら北流する。井田川中流域には「島」としづ字がつく地名

が多く見られるが、これは、平野を網の目のように流れる河川の聞に点在する集落が、あたかも島の

よう に浮かんで見えるためという説がある。下条地区周辺の井田川は、現在は地区の東方 0.5kmを北

東に流れているが、航空写真や旧地図によると、かつては地区の西側、呉羽E陵沿いを蛇行しながら

北東に流れていたことが確認できる。

調査区の西側には主要地方道富山庄川線が北東～南西に貫いている。地区の北 1.Okmには主要地方

道富山小杉線が東西に走り、幹線道路として物流の中心を担っている。地区の北西 0.9kmには富山大

学医学部付属病院があり、中核病院として地域医療を担っている。富山庄川線の両側には家々が建ち

並び、地区の中心を形成している。地区の東側一帯は水田が大部分を占めており、米軍が 1952年に撮

影した航空写真（図版 7）を見ても、現在の様相とほとんど変わりがない。土地利用は昔から低位面や

自然堤防上に居住地、氾濫平野に耕作地としづ構成から変化が少ないと考えられる。

周辺の遺跡も、度重なる河川｜の氾濫を避けるように、微高地や自然堤防上に点在するという立地の

傾向を示す。今回の調査地は婦中町下条地区の中央、遺跡の南端に位置する。調査前の現況は畑地で

ある。調査区付近の標高は約 13mで、ほぼ平坦である。

第2節歴史的環境（図 14)

友坂遺跡を中心として、周辺の遺跡について概観する。

本遺跡では、昭和 56・57年、平成4年に、今回調査区の北 0.3kmにある朝日小学校改築に伴い発掘

調査が実施され、古代の竪穴建物や中世の区画溝、掘立柱建物などが検出され、土師器・須恵器・土

錘、珠洲・中世土師器、近世陶磁器などが出土した。方形の区画溝が二重に巡る中世の居館跡と理解

される。また、 個人住宅に先立つ発掘調査では、縄文、奈良・平安、鎌倉・室町時代の遺構、遺物を

確認した〔婦中町教委 1984・1993・1997〕。

周辺の遺跡に目をひろげると、旧石器時代から縄文時代の遺跡は、呉羽丘陵上の中位面や山地が分

布の中心であり、本遺跡近辺では氾濫平野であり遺跡は分布しない。

旧石器時代の遺跡としては、境野新遺跡（2）では、東山系石刃技法の技法で作られたナイフ型石器が

出土した。向野池遺跡では、瀬戸内系横長剥片剥離技法による剥片が出土した〔富山市教委 2000〕。
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このほか杉谷H遺跡、古沢遺跡（3）、古沢A遺跡（4）、平岡遺跡、千坊山遺跡などで遺物が確認された。

縄文時代に入ると、古沢遺跡では、縄文時代前期の貯蔵穴を検出した〔富山市教委 1977〕。本遺跡

の南西 2.0 kmにある平岡遺跡では前期の集落を検出した。開ヶ正狐谷E遺跡では、縄文時代中期の集

落を検出した。射水丘陵東端の丘陵上に営まれた中核的集落を発掘調査し、竪穴建物 75棟、大型の掘

立柱建物を確認し、コハクが出土した。開ヶ丘中山 I遺跡では、縄文時代後期後半の竪穴建物 3棟、

縄文時代晩期後葉の竪穴建物 4棟を検出した。二本榎遺跡では縄文時代後期の遺物が表採された。西

側正陵上にある杉谷 64番遺跡・杉谷 81番遺跡（5）では、晩期の遺構・遺物が確認された。古沢A遺跡

では晩期の巨大柱穴を検出し、竪穴状遺構から大洞A式期併行の特徴をもっ土器が出土した〔富山市

教委 1983〕。野下・新開遺跡でも晩期の遺構・遺物を確認した。

弥生時代に入ると、前期から中期にかけて市内全体で遺跡が低調であることと同様に、この地域で

も遺物が散発的に出土する程度である。後期初頭に入ると、向野油遺跡では竪穴建物を検出し、東北

地方に多く分布する天王山系の土器が出土した 〔富山市教委 2006〕。後期後半には、白鳥城（6）で高地

性集落を検出した〔富山市教委 1983〕。弥生時代終末期になると遺跡数が増加する。本遺跡の 0.Skm 

西北西のE陵上には杉谷A遺跡（7）で方形周溝墓群などを検出した〔富山文化研究会 1975〕。

続く古墳時代前期には四隅突出墳の杉谷4号墳を含む杉谷古墳群（8）が築かれた〔富山市教委 1974〕。

また、南西 3.5kmには国史跡王塚・千坊山遺跡群がある。弥生時代終末～古墳時代初めにかけての集

落・四隅突出型墳丘墓や前方後方墳からなる遺跡群で、他地域との交流や、弥生時代から古墳時代に

かけて地域社会がまとまってし、く過程を知ることができる北陸の代表的事例とされる。古墳時代中期

には、境野新遺跡・東老田 I遺跡などに集落が営まれ、呉羽丘陵上に前方後円墳の古沢塚山古墳が築

かれた。古墳時代後期には、平野に面した崖面に金屋陣ノ穴横穴墓（9）が作られた〔富山市教委 1976〕。

南西 3.0kmにある二本榎遺跡では、 7世紀初めの片袖式横穴式石室を持つ円墳 l基を確認した。王塚・

千坊山遺跡群の後の時代の地域のリーダーの家族墓とされる〔富山市教委 2012〕。

続く古代になると呉羽丘陵西麓から射水丘陵東部にかけては、飛鳥・奈良・平安時代の越中におけ

る手工業生産（製陶・製鉄・製炭）の中心地帯となり、遺跡の周囲には生産遺跡が集中する。本遺跡

の北 2.5kmには飛鳥時代に操業された県史跡の金草第一古窯跡（10）がある〔富山市教委 1970〕。奈良

時代には古沢・西金屋窯跡群（11)が操業された。西金屋窯跡では市道改良工事の際に須恵器窯跡を検

出し、四脚をもっ円面硯が 2個体出土した〔富山市教委 2000〕。

本遺跡南西 2.5 kmには市史跡の栃谷南遺跡(12）がある。8世紀に操業した瓦陶兼業窯で、須恵器・

土師器・製鉄関連の遺物のほか 200点以上の軒丸瓦が出土した。古代越中における窯業生産の歴史や

仏教文化の浸透の様相を解明する上で重要な遺跡である〔富山市教育委員会 2002〕。向野池遺跡では、

府の付く大型の掘立柱建物が検出され、生産遺跡を管理する公的建物であると推定される〔富山市教

委 2006〕。仏教関連の遺物では、向野池遺跡や開ヶ丘中遺跡で瓦塔が出土した〔富山市教委 2002・2003〕。

花ノ木C遺跡（13）では、奈良時代の溝から人形・斎串が出土し、律令祭杷が行われていた〔堀沢 2004〕。

中世～近世の遺跡には、本遺跡の北西 O.Skmの井田）｜｜西岸に国史跡安田城跡（14）がある。安田城跡

は、豊臣秀吉が佐々成政を攻める際に、前田利家が築き、家臣岡島一吉が拠ったとされる。発掘調査

では堀・土塁などを検出し、古絵図と同じ縄張りが確認された。貴重な戦国期平城の事例とされ、昭

和 56年、国史跡に指定された。現在、安田城歴史の広場として整備を行い、市民憩いの場として活用

されている。また白鳥城や、北西 3.3kmにある大崎城といった城館遺跡は、安田城と同じく佐々攻め

の際の拠点とされている。本遺跡の北西 1.7 kmには鎌倉～室町時代の金屋南遺跡（15）がある。溝で

区画された計画的構造の集落で、掘立柱建物、井戸跡、畠跡、道路跡や製鉄関連遺構を検出した。白

鳥城や大略城、安田城の中間に位置するため、関連が伺える〔富山市教委 2007〕。
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上が北）調査地周辺の航空写真（1946年米軍撮影



第3章調査の方法と成果

第 1節調査の方法

調査区は、幅 l～2mと細長いため、便宜上西側、北側、東側の 3つに細分した。発掘調査は、最初

に耕作土を試掘調査の結果をふまえながら上層遺構検出面直上までパックホウにより掘削・除去した。

その後、遺構検出から人力による掘削を行った。

当初、上層遺構が調査区西側半分に存在する想定であったが、調査を進めると上層遺構は調査区西

側のごく 一部で検出した。遺構検出後、遺構掘削を行った。下層は、調査区全体に遺物包含層が堆積

するため、遺物包含層掘削後、遺構検出、遺構掘削を行った。上下層とも遺構は断面観察用の畦を残

して掘削し、ピットや小さな土坑は半載した後、断面を写真と図面に記録し、完掘した。

測量基準点は、国家座標第四系を使用した。図面は、平面図・断面図とも縮尺 20分の lを基本とし

て作成した。

カメラは現地調査ではデジタノレカメラとブローニー（6×7）サイズを使用し、フィルムはカラーリ

バーサルと 白黒を使用した 遺物写真は、デジタルカメラを使用した。 （細辻）

第2節層序（図 15)

調査区の基本層序は、 調査区壁面を用いて観察を行った。

層序は、部分的に見られる撹乱などを除き、以下の 5つの層に分けることができる。今回の調査で

はE層上面（上層）およびE層上面（下層）で遺構の検出を行った。

I層：表土・耕作土

E層： 10YR4/3にぶい黄褐色砂質シノレト（上層検出面、炭化物・鉄混）

E一②層： 10YR3/3暗褐色粘土（下層遺物包含層、炭化物混）

皿層： 10YR4/4褐色粘質シルト～砂質シノレト（下層検出面、地山）

W層： 10YR4/3にぶい黄褐色砂

調査区の旧地形は、西から東に向かつて緩やかに傾斜しており、調査区東側では、上層遺構は後世

の削平を受けていると考えられる。

また、 IV層が皿層を突き破っている部分がある。過去の友坂遺跡の発掘調査では、地震による噴砂

が確認されており、今回の調査区も地震による液状化の痕跡と推定した。

第3節遺構（図 15～19、表 2・3、図版 8～11)

遺構は、上層・下層ともに調査区西側および北側で集中して検出した。時期としては上層面ではお

おむね戦国期の土坑・溝、下層面では平安時代後半～中世の井戸 2か所・溝・土坑・ピットを確認し

た。下層の遺構は土師器と中世の遺物が混在し、時期幅があると考えられる。

1 上層（戦国時代）

(1)土坑

S K01 調査区西側南寄りで検出した。楕円形を呈する。検出長 0.6m、検出幅 0.5m、深さ 0.15 

m。断面は不整形である。遺構埋土は 2層に分けられ、自然堆積と考えられる。炭化物の混入を確認

した。焼土や硬化面等は確認できなかった。遺物は中世土師器が出土した。

S K02 調査区西側南寄りで検出した。遺構の東側は調査区外のため、遺構の全容は不明で、あるが、

平面形は楕円形を呈すると考えられる。検出長 1.3m、検出幅 1.Om、深さ 0.3m。断面は不整形であ

る。遺構埋土は 2層に分けられ、自然堆積と考えられる。炭化物等は混入しない。焼土や硬化面等は
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確認できなかった。遺物は中世土師器・青磁が出土した。出土遺物から、おおむね戦国時代と考えら

れる。

s 003 調査区北側で検出した。遺構の東側および西側は調査区外であるため全容は不明であるが、

平面形は方形を呈すると考えられる。検出長 2.8m、検出幅 1.5m、深さ O.lm。断面は台形である。

遺構埋土は2層に分けられ、自然堆積と考えられる。炭化物等は混入しない。焼士や硬化面等は確認

できなかった。遺物は中世土師器が出土した。

S K05 調査区北側で検出した。 遺構の南側は調査区外であるため、遺構の全容は不明であるが、

平面形は楕円形を呈すると考えられる。検出長 2.3m、検出幅 1.4m、深さ 0.2m。断面は不整形であ

る。遺構埋土は単層で、一気に埋まったと考えられる。炭化物等は混入しない。焼土や硬化面等は確

認できなかった。遺物は中世土師器 ・不明鉄製品が出土した。

(2）溝

s 006 調査区中央部で検出した。遺構の北および南側は調査区外であるため全容は不明で、あるが、

不整形を呈すると考えられる。検出長 0.8m、検出幅 0.7m、深さ 0.2m。断面はU字形である。遺構

埋土は単層で、一気に埋まったと考えられる。一部に磯の混入を確認した。焼土や硬化面等は確認で

きなかった。遺物は中世土師器が出土した。

番号 平面形態 検出長（m)

S KOl 楕円形 0.6 

S K02 楕円形ワ 1. 3 

S K03 不整形ワ 2.8 

S KOS 楕円形？ 2. 3 

S D06 不整形？ 0.8 

表2上層遺構一覧表

2 下層（平安時代後半～中世）

(1)井戸

検出幡（m)

0. 5 

1. 0 

1. 5 

1. 4 

0. 7 

深さ（m) 断面形態 出土遺物 備考

0. 15 不整形 中世土師器

0.3 不整形 中世士師器・ 青磁

0. 1 A口AZバEシ< 中世土師器

0.2 不整形 中世土師器 ・不明鉄製品

0. 2 U字形 中世土師怨

SE 10 調査区西側南端で検出した。遺構の南および東側は調査区外である。SKllと新旧関係が

見られSKllより古い。円形を呈すると考えられる素掘り井戸である。検出長 1.Sm、検出幅 1.5m、

深さ 1.Om、復元すると直径 5.4mとなる。 断面は緩い舟底形である。遺構埋土は単層で、一気に埋まっ

たと考えられ、南東側の一部をSKllに切られている。炭化物の混入を確認した。磯の混入や、石材

などの残留、焼土や硬化面等は確認できなかった。遺物は中世土師器・珠洲・越前・青磁が出土した。

出土遺物から、 おおむね中世と考えられる。

S E24 調査区中央部で検出した。遺構の北および南側は調査区外である。円形を呈すると考えら

れる素掘り井戸である。検出長 1.Sm、検出幅 0.85m、深さ 1.2m。断面はU字形である。遺構埋土

は2層に分けられ、自然堆積と考えられる。遺構底面近くに炭化物および礁の混入を確認した。焼土

や硬化面等は確認できなかった。遺物は土師器、中世土師器・珠洲が出土した。出土遺物からおおむ

ね平安後期～鎌倉と考えられ、 SElOより古いと考えられる。

(2）土坑

S K11 調査区西側南端で検出した。遺構の東側は調査区外である。長方形を呈すると考えられ

る。検出長 1.Om、検出幅0.5m、深さ 0.15m。断面は台形である。遺構埋土は単層で、一気に埋まっ

たと考えられる。埋土には炭化物の混入を確認した。 焼土や硬化面、柱痕跡、 礁の混入等は確認でき

なかった。SE 10と新旧関係が見られ、 SE 10より新しい。遺物は中世土師器 ・焼成粘土塊が出土し

た。

S K19 調査区北側で検出した。楕円形を呈する。検出長 0.6m、検出幅 0.5m、深さ O.lm。断面
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は台形である。遺構埋土は単層で、一気に埋まったと考えられる。炭化物等は混入しない。焼士や硬

化面等は確認できなかった。出土遺物はなかった。

S K20 調査区北側で検出した。円形を呈する。直径 0.4m、深さ O.lm。断面は台形である。遺構

埋土は単層で、一気に埋まったと考えられる。炭化物等は混入しない。埋土には握り拳大の磯が混入

する。焼土や硬化面等は確認できなかった。出土遺物はなかった。

S K23 調査区中央で検出した。遺構の北東および南西側は調査区外である。直線を呈すると考え

られる。検出長 1.Om、検出幅 0.7m、深さ O.lm。断面は台形である。遺構埋士は単層で一気に埋まっ

たと考えられる。炭化物を確認した。焼土や硬化面等は確認できない。出土遺物はなかった。

S K29・SK30 調査区中央部で検出した。遺構の南西側は調査区外である。円形を呈すると考え

られる。検出長 1.2m、検出幅 0.65m、深さ 0.55m。断面は不整形である。遺構埋土は単層で、一気

に堆積したと考えられる。炭化物等は混入しない。焼土や硬化面等は確認できなかった。遺物は土師

器・焼成粘土塊が出土した。

(3）溝

S D16 調査区北側で検出した。遺構の北および南側は調査区外である。不整形を呈すると考えら

れる。検出長 3.Sm、検出幅 1.Sm、深さ 0.2m。断面は舟底形である。遺構埋土は単層で、一気に埋

まったと考えられる。北東側遺構底部には多数の礁が混入する。焼士や硬化面等は確認できなかった。

川上遺物はなかった。

S D22 調査区中央部で検出した。遺構の北東および南西側は調査区外である。直線を呈すると考

えられる。検出長 1.Om、検出幅 0.Sm、深さ 0.25m。断面は舟底形である。北東および南西側を調

査区端に切られているため、遺構の全容は不明である。遺構埋土は単層で、一気に埋まったと考えら

れ、 南東側の一部が後世の撹乱を受けている。炭化物の混入を確認した。焼土や硬化面等は確認でき

なかった。出土遺物には中世土師器がある。

S D25 調査区中央部で検出した。遺構の北および南側は調査区外である。直線を呈すると考えら

れる。検出長 2.Sm、検出幅 0.9m、深さ 0.15m。断面は不整形である。遺構埋土は単層で、一気に

埋まったと考えられる。炭化物の混入を確認した。焼土や硬化面等は確認できなかった。出土遺物に

は中世士師器・珠洲がある。

S D33 調査区東端で検出した。遺構の東および西側は調査区外である。直線を呈すると考えられ

る。検出長 4.4m、検出幅 1.55m、深さ 0.4m。断面は不整形である。遺構埋土は単層で、一気に埋

まったと考えられる。南西側遺構底部には握り拳大の礁が混入する。炭化物等は混入しない。焼土や

硬化面等は確認できなかった。出土遺物には土師器、中世土師器・土錘がある。

S D35 調査区南側で検出した。遺構の北西および南東側は調査区外である。直線を呈すると考え

られる。検出長 2.7m、検出幅 0.7m、深さ 0.35m。断面は台形である。遺構埋土は単層で、一気に

埋まったと考えられる。出土遺物には中世土師器がある。

(4）ピット

S P12 調査区北側で検出した。遺構の北西側は調査区外である。円形を呈すると考えられる。検

出長 0.2m、検出幅 0.15m、深さ 0.2m。断面はU字形、遺構埋土は単層で一気に埋まったと考えら

れる。炭化物の混入を確認した。柱痕跡や柱の当り、焼土等は確認できない。出土遺物はなかった。

S P13 調査区北側で検出した。円形を呈する。長軸 0.25m、短軸 0.2m、深さ 0.15m。断面はU

字形である。遺構埋土は単層で一気に埋まったと考えられる。炭化物等は混入しない。柱痕跡や柱の

当り、焼士等は確認できなかった。出土遺物はなかった。

S P14 調査区北側で検出した。楕円形を呈する。長軸 0.3m、短軸 0.2m、深さ 0.2m。断面はU
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II 友坂遺跡

字型である。遺構埋土は単層で一気に埋まったと考えられる。炭化物等は混入しない。柱痕跡や柱の

当り、焼土等は確認できなかった。出土遺物はなかった。

S P15 調査区北側で検出した。円形を呈する。長軸 0.45m、短軸 0.35m、深さ 0.15m。断面は

U字型である。遺構埋土は 3層に分けられ、中央に柱痕跡が見られる。 柱痕跡はほぼまっすぐで、柱

の抜取穴は確認できない。このため、柱は抜き取られず自然に腐食して失われたと考えられる。遺構

底部に直径O.lm、深さ 0.02mの柱の当り を確認した。出土遺物はなかった。

S P26 調査区中央部で検出した。円形を呈する。直径 0.3m、深さ 0.2m。断面は台形、遺構埋土

は単層で、自然堆積と考えられる。炭化物の混入を確認した。柱痕跡や柱の当り 、焼士等は確認でき

なかった。 出土遺物はなかった。

S P27 調査区中央部で検出した。円形を呈する。長軸 0.3m、短軸 0.25m、深さ O.lm。断面は

舟底形である。遺構埋土は単層で、自然堆積と考えられる。炭化物等は混入しない。柱根や柱の当 り、

焼土等は確認できなかった。出土遺物はなかった。

S P31 調査区中央部で検出した。円形を呈する。直径0.35m、深さ 0.15m。断面はU字形である。

遺構埋土は単層で、 一気に埋まったと考えられる。炭化物等は混入しない。柱痕跡や柱の当 り、 焼土

等は確認できなかった。 出土遺物はなかった。

S P32 調査区中央部で検出した。遺構の南西側は調査区外である。円形を呈すると考えられる。

検出長 0.5m、検出幅 0.2m、深さ 0.2m。断面は台形である。遺構埋土は単層で、一気に埋まったと

考えられる。炭化物等は混入しない。柱痕跡や柱の当り、焼土等は確認できなかった。出土遺物はな

かった。

S P34 調査区北側で検出した。円形を呈する。直径 0.25m、深さ 0.15m。断面はU字型である。

遺構埋土は単層で、一気に埋まったと考えられる。炭化物等は混入しない。柱根や柱の当り、焼土等

は確認できなかった。出土遺物はなかった。

S P36 調査区中央部で検出した。遺構の南西側は調査区外である。円形を呈すると考えられる。

検出長 0.3m、検出幅 O.lm、深さ O.lm。断面は台形である。遺構埋土は単層で、自然堆積と考えら

れる。炭化物等は混入しない。柱根や柱の当りは確認できなかった。出土遺物はなかった。（三上）

番号 平面形態 長軸（m) 短軸（m) 深 さ（m) 断面形態 出土遺物 備考

S ElO 円形？ 1. 8 1. 5 1. 0 舟底型 中世土師器 ・珠洲・越目lj .青磁

SKll 長方形 1. 0 0. 5 0. 15 FロL.,Zハ＂ン" 中世士師器
s p 12 円形？ 0. 2 0. 15 0.2 U字形

s p 13 円形 0.25 0.2 0. 15 U字形
s p 14 楕円形 0. 3 0.2 0.2 U字形

s p 15 円形？ 0.45 0. 35 0. 15 U字形

S Dl6 不整形？ 3. 5 1. 5 0.2 舟底型

S Kl9 楕円形 0. 6 0. 5 0. 1 A口AZ比Eノノ

S K20 円形 0.4 0.4 0. 1 AロAZ川Eノノ

S D22 直線？ 1. 0 0.8 0.25 舟底型 中世土師器
S K23 直線？ 1. 0 0. 7 0. 1 4ロ品、Zノfノノ

S E24 円形？ 1. 8 0.85 1. 2 U字形 土師器・ 中世土師器 ・珠洲
S D25 直線？ 2. 5 0.9 0. 15 不整形 中世土師器 ・珠洲
S P26 円形 0. 3 0. 3 0. 2 台形

S P27 円形 0. 3 0.25 0. 1 舟底形

S K29 
円形？ 1. 2 0.65 

0.2 U字形

S K30 0. 55 不整形 土師器 ・焼粘土塊
S P31 円形 0.35 0. 35 0. 15 U字形

S P32 円形？ 0. 5 0.2 0.2 4口二、工川，，，ノ

S D33 直線？ 4.4 1. 55 0.4 不整形 土師器 ・中世土師器 ・土錘
S P34 円形 0.25 0. 25 0. 15 U字形

S D35 直線ワ 2. 7 0. 7 0.35 4口•I八'fン 中世土師器
S P36 円形？ 0. 3 0. 1 0. 1 4ロ4、工バEン< 

表3下層遺構一覧表
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II 友坂遺跡
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① 10YR2/2黒褐色粘質土＋10YR2/2黒褐色粘質土斑状混（炭化物混）

② 10YR4/5 I二ぶい黄褐色シル卜（上層ピット）

b 
L=12,500m一一一一

SK23 
b’ 

巳ミこニヲ弓
① 10YR4/2灰黄褐色粘質土（炭化物混）

SE24 

①
 

。

① 10YR3/4暗褐色砂質シルト
② 10YR3/2黒褐色粘質シルト（炭混）（レキ少混）

③ 10YR4/1褐灰色粘質シJレト
10YR4/1灰色粘質シルトブロッウ混（炭混）

SD25 

d 
L=12,500m一一 d’ 

遺物

① 10YR3/3暗褐色粘質シルト（炭混）（鉄混）

SP26 SP27 
f’ e 

L=12,300m一一一
， 

e L=12,300m _!____ 

ミV/ ミヨ～－①
① 10YR4/2灰黄褐色粘質シル卜 ① 10YR4/2灰黄褐色粘質シJレ卜

+10YR4/4褐色砂質シJレト（地山）ブロッウ混

＼＠斤 2m 

図18下層遺構平面図・断面図（2)(S=1/40) 
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SP32 ， 
L=12,400m一三＇－－

c 

SP31 

L = 12,300m ___t:_ b’ 
① 10YR4/2灰黄褐色砂質シルト

、＼① II

② 10YR灰黄褐色粘質シJレト

SK29・SK30
一旦ー L=12,300m 

① 10YR3/3暗褐色粘質土

SD33 

① 10YR4/1褐灰色粘質土
② 10YR4/4褐色粘土①、②の層の聞に鉄分堆積

SD35 
， 

L=12,700mーヱー e 

① 10YR3/2黒褐色砂質シルト（鉄混）
② 10YR5/4にぶい黄褐色砂質シル卜（鉄混）

2m 

図19 下層遺構平面図・断面図（3)(S= 1/40) 
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上層東側調査区完掘（北から）上層北側調査区完掘（西から）

fiJr 
ーー繭島届園晶

SD06完掘（西から）
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上層遺構完掘（南東から）

SK02完掘（西から）
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友坂遺跡II 

下層全景（東から）

西側調査区完掘（南東から）

2半一一
北側調査区完掘（西から）
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下層全景（東から）
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II 友坂遺跡

第4節遺物 （図 20、表 4、図版 12)

今回の調査では、土師器 ・須恵器、中世土師器 ・珠洲・ 越前・青磁などがコンテナボックス（60cm

×40cm×lOcm）に換算して9箱出土した。

1 遺構出土遺物 （図 20 1～12) 

1は青磁壷の胴部である。内湾しながら立ち上がる。全体をロクロ成形し、外面に櫛状工具による

渦文を施す。紬薬は青みがかった明オリーブ灰色である。胎土は精良、焼成良好である。梅瓶のよ う

なプロポーションと考えられる。調査区西のSK02から出土した。2は中世土師器皿である。緩く内

湾しながら直線状に立ち上がる 口縁部である。口縁端部は丸く収める。薄手で手づくね成形である。

磨滅が激しいためナデ等の調整の痕跡は確認できない。胎士は密、焼成はやや不良である。煤や炭化

物等は付着しない。調査区中央のSKOSから出土した。 3・4は青磁碗である。同一個体の可能性があ

る。3は碗の口縁部分である。 胴部から直線状に立ち上がり、 口縁端部は内側が外傾し、口縁外側は

直線状に丸く収める。胎土は精良、焼成は良好である。内外面ともに緑色の強し、紬薬がかかる。外面

には蓮弁文を施す。 4は碗の底部である。内外面とも緑色の強い紬薬がかかる。外面は高台部分まで

柚薬がかかる。高台は削出高台である。内面底部には渦文を 8つ施す。外面は蓮弁文を施す。5は中

世土師器と考えられる広口査である。球状の体部から頚部で緩く締り、口縁端部に向かつて内湾しな

がら立ち上がる。口縁端部には指頭による緩い波状口縁を施す。外面は口縁部ナデ、頚部から胴部全

体にかけてケズりを施す。内面は口縁部ナデ、頚部から胴部にかけてはへラ状の工具による調整を施

す。胴部下位には工具の痕跡が残る。 内外面と もに炭化物が付着する。3～5はSElOから出土した。

6は中世土師器皿である。緩く 内湾しながら立ち上がる。口縁端部は丸く収める。口縁に横ナデを施

す。煤 ・炭化物等は付着しない。 SD22から出土した。7～9は土師器境の底部である。 いずれも底部

の一部分で、焼成は良好、胎土は密である。ロクロナデ整形である。ロクロ回転方向は時計回りであ

る。底部外面には回転糸切りの痕が残る。 7は赤彩されていた可能性がある。 7・8はSE24から、9

はSD33から出土した。 10世紀代か。 10・11は中世土師器皿である。 10は口縁と底部の間で屈曲し

短い口縁部が立ちあがる。口縁部と底部の聞には、明瞭で、はないが段があり、コースターのよう な器

形である。全体を手づくね、口縁部に横ナデを施す。胎土は密、焼成は良好である。煤 ・炭化物等は

付着しない。11は口縁端部に向かつて内湾しながら緩く立ち上がる。磨滅が激しく全体の調整は不明

である。胎土は密、焼成はやや不良である。内外面に鉄分の沈着が見られる。煤 ・炭化物等は付着し

ない。 12は管状土錘である。縦半分に割れており、1/2残存する。全体を手づくね成形する。両端は

成形後、板状の工具で切り離し、平坦に整えている。胎土はやや粗、焼成はやや不良である。細辻氏

分類の樽型c類である。10～12はSD33から出土した。

2 包含層その他出土遺物 （図 20 12～26) 

13・14は土師器である。 13は境の底部である。磨滅が激しく調整不明だが厚めの高台部分底面に回

転糸切りの痕跡がわずかに残ることからロクロ成形で、ある。高台の内側は平坦である。 胎土は密、焼

成良好である。煤 ・炭化物等は付着しない。赤彩等は見られない。14は境か皿の底部である。磨滅が

激しく調整不明だが、全体をロクロ成形し、底部外面に回転糸切りの痕跡がわずかに残る。胎土は密、

焼成はやや不良である。煤 ・炭化物は付着しない。赤彩等は見られない。15は須恵器の鉢の口縁部で

ある。 口縁端部に向かつてわずかに内湾しながら延び、端部を板状工具で面取りする。胎士は精良、

焼成は良好である。 16・17は中世土師器皿である。16は、口縁端部に向かつて細く なりながら真っす

ぐ伸びる。口縁部の内外面を横ナデする。胎土は密、焼成はやや不良である。煤 ・炭化物等は付着し

ない。 17は、口縁に向かつて内湾し、口縁端部は丸く収める。胎土は密、焼成はやや不良である。煤

や炭化物等は付着しない。13～17は下層包含層から出土した。18は須恵、器坪蓋である。外面の中ほど

45 



で屈曲し、頂部が肩平となる器形である。口縁端部を摘み出し、断面三角形を呈する。外面は頂部が

回転へラ切り、口縁端部までロクロナデ、内面はロクロナデである。胎土は精良、焼成は良好である。

全体にゆがみがあり、内面に付着物があることから、未製品の可能性がある。19は坪Bである。体部

は丸く、緩く内湾しながら立ち上がり 、外反しながら口縁端部を丸く収める。内外面ともロクロナデ

成型である。底部はヘラ切り後、櫛状工具で不定方向にナデ消ししている。貼付高台で外に踏ん張る。

底部に貼付の後ナデ消しした痕跡が残る。胎土は精良、焼成は良好である。 20・21は中世土師器・皿

である。20は薄手で、口縁部で外反しながら口縁端部を丸く収める。内外面とも調整不明、煤・炭化

物等は付着しない。胎土は密、焼成は良好である。焼成時の黒斑が見られる。21は内湾しながら立ち

上がり口縁端部を丸く収める。内外面とも調整不明、煤・炭化物等は付着しない。胎土は密、焼成は

良好である。 18～21は表土掘削で出土した。22は珠洲の警か査の口縁部分でやや外反し端部は丸く収

める。口縁端部外面に指頭痕、自然軸がかかる。23は中世土師器皿である。緩く内湾しながら立ち上

がる。口縁端部に煤が付着する。胎土は密、焼成は良好である。24～26は管状士錘である。全て細辻

氏分類の寸胴型a類である。25は焼成時の黒斑が見られる。22～26は試掘調査で出土した。

表4出土遺物観察表

番
形態 胎土 色調 成形・調整

出土地点 口t圭 器晶 底径 焼成 備考
骨 器穣

(cm) (cm) (cm) 
質 砂粒 内面 外面 内面 外面

I S K02 青磁壷？ (7 0) 精良 良 10Y8/1灰 2. 5GY7ハ明オリーブ灰 ロウロナデ
ロクロナデ

始土 N8／灰白
渦文

2 S K05 
中世土師器

11. 2 3. 0 6. 8 密
やや 10YR8/2灰白 10YR8/1灰白

手づくね 手づくね
皿 不良 10YR6/2灰黄褐 10YR6/3にぶい黄檀

3 S ElO 青磁碗 19. 8 (2. 8) 精良 良 5GY6/1オリーブ灰 5GY6/1オリーブ灰 ロヲロナデ
ロクロナデ 胎土75Y8/1灰白

蓮弁文 3・4同一個体かっ

4 S E10 青磁碗 (2. 8) 5. 6 精良 良 5GY6/1オリーフ灰 5GY6/1オリーブ灰 ロヲロナデ
ロウロナデ 胎土7.5Y7/1灰白

渦文 3・4同一個体かっ

5 S K10 
中世土師器

23. 2 (9. 1) 密 良
10YR7 /3にぶい黄櫨 10YR3/2黒褐

ロヲロナデ ロクロナデ
広口蓋 10YR3/1黒褐 10YR6/3にぶい黄櫨

6 S D22 
中世土師器

11. 4 (2. 6) 密 良 10YR7 /3にぶい黄櫨
10YR6/2灰黄褐 ロ縁部 口縁部

皿 10YR8/3浅黄櫨 ヨコナデ ヨコナデ

7 S E24 
土師器 (1. 0) 5. 0 密

やや
10YR8/3浅黄檀 7 5YR8/3浅黄櫨 ロクロナデ

ロヲロナデ ロヲ口回転方向

椀 不良 回転糸切 時計回り

8 S E24 
土師器

(13) 5. 8 密
やや

2. 5Y8/2灰白 2. 5Y8/2灰白 ロヲロナデ
ロウロナデ ロウ ロ回転方向

椀 不良 回転糸切 時計回り

9 S D33 
土師器

(14) 4. 6 密
やや

5YR6/6積
5YR6/6櫨

ロヲロナデ
ロヲロナデ 底部外面の一部

椀 不良 2 5Y4/6オリーブ褐 回転糸切 分に鉄分付着

10 S D33 
中世土師器

6. 8 (13) (3 O) 密 良
10YR8/3浅黄櫨

10YR7 /3にぷい黄櫨 手づ〈ね 手づくね
皿 10YR5/4にぶい黄褐

11 S D33 
中世土師器

12. 4 (2. 4) 密
やや 2. 5Y8/1灰白

2. 5Y8ハ灰白 手づくね 手づくね 肉・外面鉄分付着
皿 不良 10YR5/6黄褐

12 S D33 土錘 (6. 4) (4. 3) (2. O) やや やや
2. 5Y6/1黄灰

10YR7/2にぷい黄縫
手づくね 手づくね

車置 不良 2. 5Y6ハ黄灰

13 下層包含層
土師器

(3. 0) 7. 2 密
やや

10YR8/4浅黄櫨 10YR8/3浅黄綬 ロヴロナデ
ロヴロナデ

椀？ 不良 回転糸切

14 下層包含層 土師器
7. 6 2. 2 4. 2 密

やや
10YR8/3浅黄樟 10YR8/3浅黄櫨 ロクロナデ

ロヲロナデ

（北側） 椀 不良 回転糸切

15 下層包含層
須悪器

23. 6 (3 1) 精良 良 NS／灰 N4／灰 ロウロナデ
ロクロナデ 口縁部をへフに

鉢？ （ヘラ使用つ） よる面取りつ

16 
下層包含層 中世土師器

14. 6 (2. 8) 密 良 10YR8/4浅黄櫨 10YR8/4浅黄櫨 手づくね 手づくね
（東側） 皿

17 
下層包含膚 中世主師器

6. 8 (1. 2) 密
やや

2. 5Y8/3浅黄 2. 5Y8/3浅黄 手づくね 手づくね
（西側） 皿 不良

18 
表土掘削 須恵器

20. 6 (1. 6) 精良 良 2. 5Y7/ 1灰白 N4／～N5／灰 ロクロナデ
ロヴロナデ 口縁部内側に鉄

（西側） 杯蓋 回転ヘラ切 分付着ひずみ有

19 
表土掘削 須恵器

17. 0 4. 2 11. 4 精良 良 2. 5Y7/ 1灰白 10YR5ハ褐灰 ロウロナデ
ロクロナヂ

貼付高台
（西側） 杯B 静止ヘラ切りつ

20 表土（西側）
中世土師器

10. 0 1. 6 4. 0 密 良 7. 5YR6/6樟 7. 5YR6/6櫨 手づくね 手づくね
口縁部

皿 10YR5/1褐灰

21 
表土掘削 中世土師器

11. 4 2. 4 5. 4 密 良 2 5 Y8/2灰白 2. 5Y8/2灰白 手づくね 手づくね
（西側） 皿

22 試掘 珠洲費 45. 4 (6. 5) 密 良 5Y5ハ灰 5Y5/1灰 ロヴロナデ ロヴロナデ
口縁端部指跡

自然軸つ

23 試掘
中世土師器

8. 6 (2. 2) 密 良 10YR8/4浅黄櫨 10YR8/4浅黄櫨 手づくね 手づくね
口縁部哲一ル付

皿 着

24 試掘 土錘 4. 2 1.1 0 4 
やや やや

2. 5Y7/3浅黄 2. 5Y7 /3浅黄 手づくね 手づくね
車置 不良

25 試掘 土錘 3. 5 1.1 0. 4 
やや やや

2. 5Y7 /3浅黄 2. 5Y7 /3浅黄 手づくね 手づくね 外面黒斑
車置 不良

26 試掘 土錘 3. 0 1.1 0. 5 
やや やや

2. 5Y7 /3浅黄 2. 5Y7 /3浅黄 手づ〈ね 手づくね
粗 不良
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II 友坂遺跡

第4章総括

友坂遺跡は、従来縄文から近世までの複合遺跡であると周知されている。過去の調査では主に古代・

中世の遺構 ・遺物を確認しており、今回の調査では、上層は戦国時代の遺構・遺物、 下層は平安～中

世の遺構・遺物を確認した。過去の調査では、主要地方道富山庄川線よりも西側でのみ遺跡、が確認さ

れていたが、今回の調査で、道路の東側にも、 古代～中世の遺跡が広がっていることを確認した。

第1節井戸について

1 遺構の概要

今回の調査では、 50rrfあまりの狭い調査区にもかかわらず、素掘りの井戸を 2基検出した。

調査区南西端で検出したSElOは、検出長 1.Sm、検出幅 1.5m、深さ 1.Omで、 遺構の平面形は円

形、断面形は深くなるに従って狭くなる、いわゆるすり鉢状を呈する素掘りの井戸である。埋土の堆

積はほぼ単層で、全体に炭化物がわずかに混じる。井戸の底に磯や敷物などは見られない。井戸枠の

痕跡や石の抜き取り等は見られない。湧水はごく少量であることから、枯れてしまった井戸を、人為

的に埋め戻した可能性がある。息抜きの有無、痕跡は不明で、ある。出土遺物には、 中世土師器・珠洲 ・

越前・青磁がある。

調査区北側中央で検出したS£24は、検出長 1.Sm、検出幅 0.85m、深さ 1.2mで、遺構の平面形

は円形、断面形は、内壁がやや真っ直ぐに立ち上がるU字形を呈する素掘りの井戸である。埋土の堆

積は2層で、上層が黒色、下層は水位が高いためか青灰色の粘り気の5齢、粘土である。埋土全体に炭

化物がわずかに混じる。井戸枠の痕跡や石組の残石は見られない。井戸の底には磯と炭化物が見られ

た。湧水は現在でも一定量見られる。このことから、使用中の井戸が崩落等で埋まってしまい、廃棄

されたと考えられる。息抜きの有無、痕跡は不明である。出土遺物には、土師器、中世土師器・珠洲

がある。

井戸の時期差は、出土遺物の時期から S£24が古く、 SE 10が新しい。

2 井戸の構造から見た集落の性格

人々が、生活の上で欠かせない水を確保し、 井戸を維持していく上で大きな問題になるのは、 掘方

の壁が崩壊しないことである。特に沖積平野の砂層などでは、湧水により掘方がすぐに崩壊してしま

う。井戸の掘方を維持するため、様々な構造の木組井戸や石組の井戸が発生し、発達してきた。

今回調査区の井戸2基は、両方とも素掘りの井戸であり、井戸の種別で、は最も簡素なっくりである。

簡素であるということは、井戸を掘るのに労力や時聞がかからない。 一方で、掘方の壁が崩落しやす

く、維持するのに手聞がかかるといえる。

友坂遺跡では、過去の発掘調査で中世の館跡などから木組井戸や石組井戸を確認しており、この時

代に堅固な井戸を築く技術や知識が伝わっていたことは確認できる。

このことから、今回検出した井戸は、手間をかけずに早く掘る必要があり、しかも手入れをしなが

ら長く使う目的で、はなかったと考えられる。

つま り、今回の発掘調査で確認した集落は、北方にある館などの定住地とは違い、臨時に水を必要

とする、集落の縁辺部や耕作地の野井戸のような土地利用で、あったと考えられる。

なお、素掘り井戸の場合、発掘調査で検出した掘方が、井戸の原形を保っているとは限らないため、

注意が必要である。井戸の材料を再利用する際、井戸の掘方よりも材料の抜取り穴を一回り大きく掘っ

た方が、容易に材料を抜き取ることができるからである。特にSE 10は、検出した平面の大きさから

復元できる大き さが直径約 5.4mとなり、 素掘り井戸の大きさとしては大きすぎる。また、断面の傾
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斜も緩いことから、本来は直径2～3mの井戸で、あったが、井戸の材料を抜き取るために、大きく掘り

広げられた可能性も考慮、しておきたい。

また、友坂遺跡の井戸からは、半数から輸入陶磁器が出土する。井戸の構造などによる様相の違い

は現在のところ確認できない。輸入陶磁器の井戸からの出土がどのような意味を持つのか、今後、近

隣の調査や類例の増加を待って、詳細な分析を試みたい。 （細辻）
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頂吉作遺跡

m 吉作遺跡

第1章調査の経過

第1節調査にいたる経緯

吉作遺跡（遺跡No.2010111）は、昭和 51年 3月に富山市教育委員会（以下 ：市教委）が刊行した 『富

山市遺跡地図』にはNo.75として設定され登載されており、古くから知られた遺跡である。その後平成

5年、市教委が刊行した『富山市遺跡地図（改訂版）』には、遺跡No.201323として掲載・周知された。

現在の埋蔵文化財包蔵地面積は 2,500ばである。

平成25年 10月9日、富山市住吉地内において、個人住宅建設について埋蔵文化財包蔵地の所在確

認依頼があった。建設予定地全域391dが吉作遺跡に含まれていたため、同年 11月5日に市教委で試

掘調査を実施したところ、縄文時代の遺物包含層と土坑・ピットなどを検出し、縄文土器、須恵器が

出土した。建設予定地全域に埋蔵文化財の所在を確認したため、試掘調査の結果に基づき、工事主体

者と建設にかかる埋蔵文化財の取扱いについて協議を行った。協議の結果、宅地の外周部分の擁壁工

事計画が遺構検出面よりも深く、埋蔵文化財を現地で保存することができないため、擁壁工事部分

65. 82 nfについて発掘調査を行い、記録保存することとなった。

文化財保護法93条第 l項に基づく埋蔵文化財発掘の届出は、工事主体者から平成25年 10月30日

付けで市教委へ提出され、市教委の副申を付けて平成25年 11月7日付け埋文第 313号で富山県教育

委員会へ提出した。

文化財保護法的条第 l項に基づく埋蔵文化財発掘調査の報告は、富山市教委から平成 25年 12月

12日付け埋文第 313号により 富山県教育委員会へ提出した。

第2節発掘作業及び整理等作業の経過

発掘作業は土木会社に掘削業務を委託し、埋蔵文化財センター職員が現地に常駐して発掘調査の監

理にあたった。調査着手前に業務を受託した会社、ハウスメーカーと調査が必要な範囲について現地

確認を行い、発掘調査区を設定した。

発掘作業は平成 25年 12月5日から同年 12月 27日まで、行った。

表土掘削は平成 25年 12月5日に開始し、パックホウを用いて行った。掘削した表土は調査区外の

敷地内に横置きした。 12月6日に表土掘削を完了した。

表土掘削完了後、12月9日から、人力による遺物包含層掘削を開始した。包含層掘削の際、遺物は

任意に 5mグリッドを設定し、グリッド毎に取り上げた。試掘調査結果では遺物包含層が調査区北西

に向かつて厚く堆積することが確認されていたが、掘削作業を始めると、激しい湧水により、掘削作

業は困難を極めた。包含層掘削作業が完了した部分から遺構検出作業を行い、その後遺構掘削作業を

開始した。遺構掘削作業と並行して随時写真撮影 ・測量 ・図面作成作業を行った。

12月 26日には遺構掘削を終え、高所作業車による全景写真を撮影した。 12月 27日に撤収作業を行

い、現地調査を完了した。

現地調査終了後、遺物整理作業を、埋蔵文化財センターで実施中である。

平成26年 3月末時点で、遺物洗浄と注記、接合を行っている。

本報告書では、遺構の概略と、代表的な遺物の写真を掲載して概要報告としていったん刊行し、次

年度以降、整理作業をすすめ、発掘調査報告書を刊行する予定である。
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第2章遺跡の位置と環境

第 1節地理的環境

直 吉作遺跡

富山市は富山県のほぼ中央部に位置する。富山市の地勢は、 大まかに山間部と平野部に大別され、

南が高く、北が低くなるという地勢を示しており、海岸から標高 3,OOOm級の高山地帯までバラエティ

に富んでいる。

富山平野は富山県中央部の大部分を占めており、北は富山湾と面し、東端は早月川扇状地、 西端は

県のほぼ中央を二分する呉羽丘陵に、南は飛騨山地から続く丘陵に接する。神通川｜ ・常願寺川とその

支流が形成した扇状地や低位面 ・氾濫平野の発達が顕著である。

吉作遺跡（図 23・1）は、富山市街地から西方約 5kmの富山市西部、富山市住吉 ・吉作地内の東西

60m、南北 lOOmに広がる縄文・奈良・平安の集落 ・窯跡である。

今回調査区の所在する住吉地区は、富山湾から 6km内陸に入った、呉羽丘陵西麓の下位面、浅い谷、

凹地、山地上に立地する（図 24）。

呉羽丘陵は、東側麓に「呉羽山断層」が存在し、東側斜面は急傾斜、西側斜面は緩傾斜地形となる。

地区周辺一帯の地形は、東は最高所を城山（標高 145.3m）とする呉羽丘陵の山地や高位面があり、

北西に向かつて傾斜し下位面を形成する。現在は一見平坦に見えるが、下位面には呉羽正陵を源流と

する小さな開析谷が無数に入り込み、放生津潟に向かつて流れ込んで、多くの馬背状E陵地形と谷底平

野を発達させている。また、地区の南方には 「境野新扇状地Jと呼ばれる旧扇状地が存在し、幅の狭

い谷や水流が認められる。

住吉地区のほぼ中央を、主要地方道富山 ・戸出 ・小矢部線が北東から南西に貫き、地区の南西 2.0km

で主要地方道富山・小杉線と交差する。 地区の北方 1.3kmには、 JR北陸本線が東西に走っている。

主要地方道新湊・平岡線と呉羽E陵の聞には道に沿って家々が建ち並んでいる。米軍が 1946年に撮影

した航空写真（図版 13）を見ると、 当時は丘陵地帯に畑地がひろがり 、平地には水田が広がるのどか

な耕作地で、あった。また江戸時代には谷地形を利用 して多くの濯概用溜池が作られ、多くは開発や造

成工事のため埋め立てられたが、現在でも大小 10あまりの溜池が残っている。調査区のすぐ南東にも、

柿ノ木原池が現存する。南西 1.6kmには、動物たちとの触れ合いの場として富山市ファミリーパーク

がある。また南西 1.2kmには富山市ガラス造形研究所や富山市ガラス工房があり、芸術創造の場とし

て利用されている。 地区の南南西3.0kmには富山大学医学部付属病院があり、中核病院として地域医

療を担っている。

近年は、高速道路やインターチェンジなどがあり利便性が高いため、幹線道路沿いには店舗が建て

られ、富山西インターチェンジの周辺には企業団地が開発されるなど、土地利用はかつてののどかな

耕作地からかなり変化している。

今回の調査地は住吉地区東端の旧凹地上、 遺跡の中央に位置する。調査前の現況は畑地として利用

されていた。調査区付近の標高は約 16mで、西に向かつて緩やかに傾斜する。

第2節歴史的環境

吉作遺跡を中心として、呉羽丘陵一帯の遺跡について概観する。

本遺跡で、は昭和 61年度に今回調査区の北で宅地造成に伴う試掘調査を行い、縄文時代後期の竪穴建

物、土坑を検出し、縄文土器・石器、須恵器が出土した。遺構は現地に保存された。〔富山市教委 1987〕。

本遺跡が立地する呉羽丘陵西麓一帯は、 旧石器時代から中世まで遺跡の分布が濃密で、ある。

境野新遺跡、（2）では、東山系石刃技法の技法で作られたナイ フ型石器が出土した。向野池遺跡では、
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瀬戸内系横長剥片剥離技法による剥片が出土した〔富山市教委 2000〕。このほか杉谷H遺跡、古沢遺

跡（3）、古沢A遺跡（4）などで石器が出土した。

引き続き縄文時代にも各時期にわたって遺跡が見られる。本遺跡の南南西 1.8kmにある古沢遺跡で

は、縄文時代前期の貯蔵穴を検出した〔富山市教委 1977〕。平岡遺跡では前期の集落を検出した。開ヶ

丘狐谷田遺跡では、縄文時代中期の集落を検出した。射水丘陵東端の丘陵上に営まれた中核的集落を

まるごと発掘調査し、竪穴建物 75棟、大型の掘立柱建物を確認し、コハクが出土した。北押川B遺跡

でも中器の遺構・遺物がある。後・晩期には、開ヶ丘中山 I遺跡で、縄文時代後期後半の竪穴建物 3

棟、縄文時代晩期後葉の竪穴建物 4棟を検出した〔富山市教委 2003〕。古沢遺跡では、竪穴状遺構か

ら、大洞A式期併行の土器が出土した。古沢A遺跡では巨大柱穴を検出した〔富山市教委 1983〕。こ

のほか野下・新開遺跡や杉谷 64番遺跡（5）、杉谷 81番遺跡（6）でも、晩期の遺構・遺物を確認した。

弥生時代に入ると、初期農耕に不適なためか、前期～中期は遺跡の分布は低調で、遺物が散発的に

出土する程度である。後期初頭に入ると、向野池遺跡では竪穴建物を検出し、東北地方に多く分布す

る天王山系の土器が出土した〔富山市教委 2006〕。後期後半には、白鳥城（7）で高地性集落を検出した

〔富山市教委 1983〕。弥生時代後期後半から終末期になると、遺跡数が増加する。平野には砂川カタ

ダ遺跡（8）などの集落がある〔富山市教委 2011〕。丘陵上には杉谷A遺跡（9）で方形周溝墓群などを検

出した〔富山文化研究会 1975〕。

続く古墳時代前期には四隅突出墳の杉谷4号墳を含む杉谷古墳群（10）が築かれた〔富山市教委 1974〕。

古墳時代中期には、境野新遺跡・東老田 I遺跡（11）などに集落が営まれ、前方後円墳の古沢塚山古墳

が築かれた。古墳時代後期には、平野に面した崖面に金屋陣ノ穴横穴墓（12）が作られた〔富山市教委

1976〕。

古代には遺跡周辺から射水E陵東部にかけては、飛鳥・奈良・平安時代の越中における手工業生産

（製陶・製鉄・製炭）の中心地帯となり、遺跡の周囲には生産遺跡が集中する。本遺跡の南西 0.7km 

には飛鳥時代に操業された県史跡の金草第一古窯跡（13）がある〔富山市教委 1970〕。奈良時代には南

西 1.5kmに位置する古沢・西金屋窯跡群（14）が広がり、大量の須恵器が出土した。西金屋窯跡では、

平成 5年に市道改良工事の際に須恵器窯跡を検出した。出土遺物の中には、四脚をもっ円面硯が 2個

体ある。大形で、官街的性格の施設に供給された可能性がある〔富山市教委 2000〕。このほか、西金

屋遺跡では、緩斜面上に奈良時代の土師器焼成遺構や集落が検出されている。古沢・西金屋窯跡群か

ら西金屋遺跡にかけては、旧谷地形沿いに傾斜を利用した須恵器窯が操業し、正陵には、緩斜面上に

土師器焼成遺構が広がり、 E陵頂部に集落が立地していたと考えられる。向野池遺跡では、両面府の

大形掘立柱建物が検出された。生産遺跡を管理する公的な建物であると考えられている〔富山市教委

2006〕。本遺跡の南西 2.5 kmには市史跡栃谷南遺跡がある。8世紀に操業した瓦陶兼業窯で、須恵器・

土師器 ・製鉄関連の遺物のほか 200点以上の軒丸瓦が出土した。古代越中における窯業生産の歴史や

仏教文化の浸透の様相を解明する上で重要な遺跡である〔富山市教育委員会 2002〕。仏教関連の遺物

では、向野池遺跡で瓦塔が出土した〔富山市教委 2002〕。花ノ木C遺跡(15）では、奈良時代の溝から

人形 ・斎串が出土し、律令祭把が行われていた 〔堀沢 2004〕。

中世～近世の遺跡としては、呉羽丘陵頂部に白鳥城が築かれ、豊臣秀吉が佐々成政攻略の際、前田

氏が拠点にしたとされる〔富山市教委 1981〕。井田川左岸には大崎城や安田城（16・国史跡）が築か

れ、同じく佐々成政攻略の際の出城として、前田氏の家臣が入城した。中世の集落としては鎌倉～室

町時代の金屋南遺跡（17）がある。溝で区画された計画的構造の集落で、掘立柱建物、井戸跡、畠跡、

道路跡や製鉄関連遺構を検出した。白鳥城や大崎城、安田城の中間に位置するため、関連が伺える〔富

山市教委 2007〕。
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図23周辺の遺跡分布図（S=1/25000) 
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第3章調査の方法と成果

第 1節調査の方法

III 吉作遺跡

発掘調査は、最初に試掘調査の結果をふまえながら耕作土を遺物包含層直上までパックホウにより

掘削・除去した。その後、遺物包含層から人力による掘削を行った。調査区西側部分はパックホウで

地山面まで掘削したところ、後世の撹乱土が厚く堆積しており、遺構が残っていないことを確認した

ため、機械掘削のみで調査を完了した。

調査区全体に遺物包含層が厚く堆積していたため、スコップを使用し包含層掘削を行った。遺物包

含層掘削を完了した部分から遺構検出、遺構掘削を行った。調査区の幅が狭いため、遺構断面は、遺

構掘削完了後、調査区壁面で観察した。ピットや小さな士坑は半載した後、断面を写真と図面に記録

した。遺物が出土した遺構は、遺物出土状況写真と図面に記録した後、遺物を取り上げて完掘した。

遺物はトータルステーションを使用して位置と高さを記録した。

図面は、平面図・断面図・遺物出土状況図とも縮尺 20分のい縮尺 10分の lを基本とし、トータ

ルステーションを使用して作成した。

カメラは現地調査ではデジタルカメラ・ブローニー（6×7）サイズを使用し、フィルムはカラーリ

バーサルと白黒を使用した。遺物写真は、デジタルカメラを使用した。

第 2節層序（図 24)

調査区の基本層序は、調査区壁面を用いて観察を行った。調査区の土層は、調査区一部で見られる

梨の木の植樹や造成工事等による撹乱を除き、大まかに以下の 3つの層に分けることができる。今回

の調査では、 H層の上面で遺構検出を行った。同一検出面のため、遺物が出土しない遺構は時代を特

定できなかった。

I層：暗褐色粘質士（耕作土・ 表土）層厚 40cm 

I一②層：黒褐色粘質士（遺物包含層・遺構埋士）

E層：にぶい黄樺色粘土～砂質土（地山）

第 3節遺構（図 24、図版 14～15)

検出した遺構は、縄文時代晩期の土坑、縄文時代後期後葉から晩期の旧谷地形がある。調査区の幅

が 0.5～1. Omと狭く、梨の木の植樹による撹乱と湧水により、遺構検出は困難を極めたため、ピット

以外は遺構の種別や大きさなど全容が判明しなかった。主な遺構から、縄文土器が出土している。

1 旧谷地形SX01 

調査区北西で検出した。南東から北西に向かつて流れる旧谷地形である。調査区外へ広がるため、

遺構全体の形は不明である。検出長 1Om、検出幅 15.Om、深さ 1.25mで、ある。平面形は不明、断面

形は部分的な凹凸があるが、全体は舟底形である。遺構埋土は 2層である。上層は黒色粘質土に炭化

物等を含み、下層は黒褐色砂質土に地山の土が縞状に混じり、締り良である。上 ・下層とも縄文時代

晩期の遺物が出土した。遺物の出土する高さは一定ではなく、縄文時代晩期を通じて堆積したと考え

られる。

2 土坑

S K03 調査区北側中央で検出した。検出長 2.5m、検出幅 1.Om、深さ 1.Omで、ある。平面形は不

明、断面形は部分的な凹凸があるが、全体はU字形である。

S K05 調査区北側中央で検出した。検出長 10.Om、検出幅 0.5m、深さ 1.Omで、ある。平面形は

不明、断面形は部分的な凹凸があるが、全体はU字形である。溝状遺構の可能性がある
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S K15・16 調査区南東で検出した。検出長 11.5m、検出幅 0.5m、深さ 1.Omである。平面形は

不明、断面形は部分的な凹凸があるが、全体に緩いU字形である。 SK05と同様の溝状遺構の可能性

がある。

第4節遺物（図版 16)

今回の調査では、縄文土器・石器、須恵器がコンテナボックス （60cm×40cm×lOcm）に換算して 15

箱出土した。洗浄作業が完了していないため、現時点で判明している遺物の概要を記載する。

1 縄文土器・土製品

縄文時代晩期前葉～中葉を主体とし、出土遺物の大半を占める。調査区全域から出土するが、北西

の旧谷地形SXOlからの出土量が多い。玉抱き三叉文を施した御経塚期、羊歯状文・入組文を施した

中屋期が大半を占め、指頭沈線文を施した下野期のもの、口縁部に一字状三叉文を施した浅鉢など後

期後葉～末と見られる土器も出土した。

土製品には、イノシシ形獣面突起、土偶の腕 ・足部分がある。イノシシ形獣面突起は、イ ノシシの

顔を左斜め前から見た状況を模す。丸い突起に針状の工具で2点刺突し、鼻を表現する。土偶の腕は

肩から手先、足部分はくるぶしから先の部分にあたる。

2 石器

石刀、打製石斧、磨製石斧、石皿、磨石、敵石、寺町l片などがある。完形品は皆無である。土器の出

土量を考慮すると少ない。石刀の石材は緑泥片岩である。このほか、被熱のある離が多く出土した。

石組炉に利用された石材の可能性がある。

3 その他

須恵器が表土からわずかに出土している。本遺跡は須恵、器窯跡の存在も予想、されており 、近隣から

流れ込んだと考えられる。

第4章 総 括

調査区全域から、縄文時代晩期を主体とする遺構を検出した。調査区北西で検出した旧谷地形は深

さ約 1.25mで、今回検出した部分が水源と考えられ、現在も湧水が激しい。ここから遺物が大量に出

土した。遺物には、土偶や石刀など祭把関係の遺物があり全て破損している。このことから、出土し

た遺物は、周辺に広がる集落で、祭杷を行った後壊され、旧谷地形に廃棄したものと推定される。（細辻）
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調査区南側遺構検出（西から）
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J思
調査区南側完掘（西から）
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SX01中部遺物出土状況（南西から）
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調査区東側完掘（南から）
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調査区西側完掘（北から）
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調査面積 調査
所収遺跡名 所在地 調査期間

(ni) 原因
市町村 遺跡番号

きただいむらまき ご 36° 137° 

北代村巻 V きただい 431 10’ 20130725～ 
富山市北代地内 16201 2010198 122 

遺跡 1011 5311 20130827 

ふちゅうまち 36° 137° 個人住宅ともさかいせき 富山市婦中町
40' 081 

20130809～ 
友坂遺跡 げじよう 16201 2010429 

20130917 
52.31 建築

下条地内 3211 5911 

36。 137° 
20131205～ よLづくりいせき すみよし

16201 42' 091 吉作遺跡 富山市住吉地内 2010111 
20131227 

65. 82 
17グ 2611 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

縄文中期 縄文土器

北代村巻V
集落

平安 土坑 土師器・ 須恵器 ・土錘 ・鉄津 鎌倉時代の区画

遺跡 中世土師器 ・珠洲・瀬戸美濃 ・ 溝を検出した。
鎌倉 溝 ・土坑 ・ピッ ト

越前 ・青磁

平安 井戸 土師器 ・須恵器
古代～中世の集

友坂遺跡 集落
鎌倉～戦国 井戸 ・溝・土坑 ・ヒ。ット

中世土師器 ・珠洲・青磁
落を検出した。

土錘

縄文晩期
土坑 ・谷地形 縄文土器 ・土偶 ・石刀 ・磨製石

縄文時代晩期の

吉作遺跡
集落 斧・打製石斧 ・剥片

土坑・谷地形を検
・窯

奈良・平安
須恵器

出した。

北代村巻V遺跡、 鎌倉時代を主体とし、縦横に直交する区画溝を検出した。平成20年度に行った東側隣

接地の調査でも同様の区画溝を検出しており、両調査区の成果から東西約 22mの区画を形成していたと

推測できる。溝は調査区外へも延びていることから、別の区画がさらに存在し、複数の区画で構成され

た集落と推定される。縄文時代中期、平安時代の遺物も多く出土し、当該地周辺に集落が存在したとみ

られる。

友坂遺跡 平安から戦国にかけての遺構を検出した。素掘り井戸を 2基確認し、出土遺物では青磁が多
要約 く出土しており、輸入陶磁器を入手できる階層の集落の縁辺部であると考えられる。今回調査区の 300

m北で、過去に調査した館や、近隣にある安田城跡、金屋南遺跡との関連が伺える集落である

吉作遺跡 調査区全域で縄文時代晩期の遺構を検出した。調査区北西にある田谷地形は、調査区付近が

水源とみられ、土偶や石万、赤彩された土器など、祭杷関係の遺物が出土した。旧谷地形から出土した

遺物は、周辺で祭紀が行われた後、縄文時代晩期を通して廃棄された遺物と推定される。また、被熱を

受けた磯が多量に見られることから、竪穴建物の炉石と考えられ、周辺に集落が広がる可能性が高い。
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